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きせき

　長与町は昭和44年１月１日の町制施行
から、今年で50周年という記念すべき年
を迎えることができました。
　50年という歳月のなかで、過去の歴史
を現代に受け継ぎ、自然環境と都市機能が
調和した「暮らしやすい町」として県内で
は最大の人口を抱える町に発展してまいり
ました。
　これもひとえに、町民の皆様のご努力と
ご熱意の賜と深く感謝を申し上げる次第で
ございます。
　これからも、町民の皆様と共に、さらな
る50年にむけて、魅力あるまちづくりに
取り組んでまいりますので、皆様方の温
かいご指導、ご協力を賜りますようよろ
しくお願い申し上げます。

幸
福
度

日
本
一
の
ま
ち
を

目
指
し

す
こ
や
か
な

　

未
来
を
は
ぐ
く
む

　

長
与
町

長与町
町制施行
50周年
記念誌

ごあいさつ
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軌
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跡

貴
石

時を積み重ね

移り変わってきた

歴史や人の営みの軌跡

途絶えることなく受け継がれ

はぐくまれてきた

貴石のような宝物

現在そして未来につながっていく

尊い奇跡の源

すべてを大切に

ここから次の一歩へ

き

せ

き

を

重

ね

て

未

来

を

は

ぐ

く

む

な
が
よ
を
つ
く
る

　

３
つ
の
「
き
せ
き
」

ごあいさつ

第１章  軌跡
　長与町が誕生するまで

　長与町の歴史50年

　長与町今昔写真

　元町長インタビュー

　ながよを支えた人たち　

第２章  貴石
　受け継いできたもの

　守ってきたもの

　伝統を受け継ぐ人たち

第３章  奇跡
　長与町の今、そして未来

　　LIFE　生活

　　STUDY　学び

　　HEALTH　健康

　躍動する長与人

　長与の若い芽

　未来にはばたく子どもたち

　50年後の長与町未来予想図「絵画」

　長与町に対する思い「標語」

町民アンケート

町長インタビュー

数字で見る50年の歩み

長与町概要
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軌
跡

時
を
積
み
重
ね

移
り
変
わ
っ
て
き
た

歴
史
や
人
の
営
み
の
軌
跡

き
せ
き
を
重
ね
て

未
来
を
は
ぐ
く
む

な
が
よ
を
つ
く
る

３
つ
の
き
せ
き

第
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1
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軌
跡

軌
跡

History

時
を
積
み
重
ね

移
り
変
わ
っ
て
き
た

歴
史
や
人
の
営
み
の
軌
跡

長
与
町
が
誕
生
す
る
ま
で

長
与
の

は
じ
ま
り

　旧長与村は大村藩に属し、村の行政は総
括して、藩の役人が支配していました。
　長与村は、大村藩の領内でも長崎街道で
の公用の運送に携わる助郷の役割を担って
おり、村として格式を持っていました。
　長与町内にはいくつか山城の跡があり、
『大村郷村記』によると、当時の地頭長与権
之助により「中尾城」「浜の城」が築かれた
とあります。

　堂崎遺跡は、約２万年前の旧石器時代の
石器のほか、縄文時代、弥生時代の土器な
どが発見されており、旧石器時代から縄文・
弥生・古墳文化と長期間継続的に人が住ん
でいたことが分かっています。

▲堂崎遺跡（長与町岡郷堂崎）

▲長与村役場（昭和33年）

▲高田越付近　鉄道工事（明治30年頃）

▲長与付近を通る列車

▲舟津橋を通るバス

自
治
体
と
し
て
ス
タ
ー
ト

大
村
藩

時
代

▲大村藩絵図

▲中尾城跡

【旧石器時代～縄文時代】

長
与
町
の
歴
史
は
深
く
、
遡
る
こ
と
約
２
万
年
。

長
与
町
が
誕
生
す
る
ま
で

ど
の
よ
う
な
変
化
を
遂
げ
て
き
た
の
で
し
ょ
う
か
。

History　
神
功
皇
后
が
朝
鮮
半
島
に

遠
征
し
た
帰
り
道
、式
見
村
に

上
陸
し
て
陸
路
を
長
与
ま
で

来
る
と
夜
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。野
営
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
く
な
り
、そ
の
夜
が
と

て
も
寒
く
て
一
睡
も
で
き
ず

夜
明
け
を
待
っ
た
と
い
い
、

「
あ
あ
長
い
夜
だ
な
」
と
も
ら

し
、そ
の「
長
い
夜
」が「
長
与
」

に
転
じ
た
と
い
う
説
が
あ
り

ま
す
。

　
ま
た
、こ
の
地
が
長
い
入
り

江
に
な
っ
て
い
た
こ
と
か
ら

「
長
江
」（
な
が
え
）と
呼
ば
れ
、

そ
れ
が
な
ま
っ
て「
長
与
」（
な

が
よ
）に
な
っ
た
と
の
説
も
あ

り
ま
す
。

長
与
の

名
前
の
由
来

　明治４年に廃藩置県が行われ、
明治６年には戸長役場が置かれま
した。明治11年には、長与は南北
に分かれ、明治12年には区長村会
も設けられました。
　明治22年、長与村は自治体とし
てスタートし、区域を９郷に分割。
嬉里郷に役場を設けました。当時
の人口は５,500人程度で、役場職
員は村長を含めて６人でした。

　明治30年に長崎～長与間の鉄
道が開通。翌年には松ノ頭トンネ
ル竣工により長崎～大村間開通。
大正11年郵便局開局。昭和28年
には長崎バスの長与乗り入れも開
始され、徐々に発展していきます。

あ
あ
長
い
夜
だ
な
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軌
跡

History

町
制
施
行
（
１
月
１
日
）

長
与
町
公
民
館
完
成

長
崎
国
体
開
催

（
本
町
は
一
般
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
会
場
）

　長
与
町
立
高
田
保
育
所
開
所

老
人
憩
い
の
家
「
丸
田
荘
」
完
成

　高
田
地
区
公
民
館
完
成

　長
与
中
学
校
新
校
舎
完
成

洗
切
小
学
校
新
校
舎
完
成

第
１
回
長
与
町
民
俗
芸
能
大
会

　県
立
長
崎
北
陽
台
高
等
学
校
開
校

　長
与
北
小
学
校
開
校

上
長
与
地
区
公
民
館
完
成

長
与
浄
化
セ
ン
タ
ー
完
成

長
与
第
二
中
学
校
開
校

長
与
町
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
完
成

第
１
回
長
与
川
ま
つ
り
開
催

昭和 29 年から毎月発行している「広報ながよ」とともに当時の様子を振り返ります。

「広報ながよ」で見る長与町の歴史

50

長
与
町
の
歴
史

年

町
制
施
行
か
ら
50
年
。

１
９
６
９
年
（
昭
和
44
年
）
か
ら
の

長
与
町
の
歴
史
を
振
り
返
り
ま
す
。

長
崎
国
体
で

幕
を
開
け
た
長
与
町

１
９
６
９

（
昭
和
44
年
）

１
９
７
３

（
昭
和
48
年
）

１
９
７
５

（
昭
和
50
年
）

１
９
７
７

（
昭
和
52
年
）

１
９
７
９

（
昭
和
54
年
）

１
９
８
０

（
昭
和
55
年
）

１
９
８
１

（
昭
和
56
年
）

▲長与町役場（昭和44年）

▲長与浄化センター完成（昭和56年）

▲長崎国体一般女子ソフトボール（昭和44年）

▲

　
昭
和
44
年
１
月
１
日
に
町
制
を
施
行
し
、
新
し

く
人
口
１
３
，２
０
０
余
人
の
長
与
町
が
誕
生
し

ま
し
た
。
町
制
施
行
後
に
は
、
上
下
水
道
、
道

路
交
通
網
の
整
備
、
教
育
文
化
の
充
実
、
福
祉

事
業
の
推
進
、
産
業
の
振
興
な
ど
「
自
然
と
調

和
し
た
住
み
よ
い
町
づ
く
り
」
を
め
ざ
し
た
近

代
的
な
町
づ
く
り
が
着
々
と
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

History

　昭和55年3月9日に『長与町青空
市』が大盛況のうちにスタート。農
家や商工会、漁協などの協力ですす
められてきた青空市は、ベッドタウ
ン化する長与町の新旧住民のコミュ

ニティの場となり、町の名物行事と
して定着していきました。平成14
年12月には特産品直売所「まんてん」
へと姿を変え、今でも町民の皆さま
に親しまれています。

昭和55年４月号
1980

時
を
積
み
重
ね

　移
り
変
わ
っ
て
き
た

　歴
史
や
人
の
営
み
の
軌
跡

1969
2019

1969-1981

第289号

新旧住民のコミュニティの場　長与町青空市

第1回長与川まつり（昭和56年）

▲

89 - 50th anniversary - - 50th anniversary -



軌
跡

History 50

長
与
町
の
歴
史

年

▲長崎大水害（昭和57年7月23日）
▲大水害の復旧作業に汗を流す
　北陽台高校の生徒たち

▲長与ダム完成（昭和60年）

▲長与町民体育館（平成5年） ▲現在の長与ダム

▲長与町役場新庁舎完成（昭和63年）

History

1969
2019

長
崎
大
水
害
発
生
（
７
月
23
日
）、
長
与
町
で
日
本
観
測

史
上
第
一
位
、
１
時
間
雨
量
１
８
７
ミ
リ
を
記
録
。

死
者
６
人
、
被
害
総
額
90
億
円
　

人
口
３
０
，０
０
０
人
到
達

　長
与
町
働
く
婦
人
の
家
完
成

長
与
町
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
丸
田
荘
」
完
成

長
与
北
部
地
区
多
目
的
研
修
集
会
施
設
完
成

　長
与
総
合
公
園
プ
ー
ル
完
成

長
与
ダ
ム
完
成

　長
与
町
ぺ
ー
ロ
ン
資
料
館
完
成

長
崎
市
立
長
崎
商
業
高
校
、

長
崎
市
泉
町
・
長
与
町
に
移
転
開
校

　ふ
れ
あ
い
広
場 ( 

多
目
的
広
場 ) 

オ
ー
プ
ン

長
与
総
合
公
園
運
動
広
場
オ
ー
プ
ン

　長
与
南
小
学
校
開
校

長
与
町
テ
ニ
ス
広
場
オ
ー
プ
ン

長
与
町
役
場
新
庁
舎
完
成

　長
与
町
図
書
館
開
館

長
与
町
健
康
セ
ン
タ
ー
開
館

長
与
町
武
道
館
完
成 

長
与
町
町
歌
「
明
日
を
ひ
ら
く
」
発
表

　町
道
長
与
中
央
線
全
線
開
通

　長
与
川
改
修
工
事
完
了

長
与
町
民
体
育
館
完
成

長
崎
大
水
害
か
ら

復
興
を
果
た
し

新
庁
舎
完
成

１
９
８
２

（
昭
和
57
年
）

１
９
８
３

（
昭
和
58
年
）

１
９
８
５

（
昭
和
60
年
）

１
９
８
６

（
昭
和
61
年
）

１
９
８
７

（
昭
和
62
年
）

１
９
８
８

（
昭
和
63
年
）

１
９
８
９

（
昭
和
64
年
）

（
平
成
元
年
）

１
９
９
２

（
平
成
４
年
）

１
９
９
３

（
平
成
５
年
）

1982-1993

　
人
口
増
加
に
伴
う
住
民
ニ
ー
ズ

の
多
様
化
、
行
政
需
要
の
増
加
に

対
応
す
る
た
め
、
モ
ダ
ン
な
新
庁

舎
が
完
成
し
「
明
る
く
、
住
み
よ

い
町
づ
く
り
」
の
拠
点
と
し
て
、

ま
た
、
町
民
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て

よ
り
一
層
町
制
の
発
展
に
寄
与
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　昭和58年8月23日、全国1200チームが
参加した第3回全国家庭婦人ソフトボー
ル大会スローピッチで、長与ひまわりが
劇的な逆転サヨナラ勝ちで相手を下し、初
の日本一に輝きました。
　この年はソフトボールの大会で長与ひま
わりを含め、長与町役場（実業団）、長与
イーグルス（一般男子）の３チームが全
国大会へ出場するという、日本新記録を達
成しました。この快挙は長与町のソフト
ボールの技術がいかに高度であるかを物
語っています。
　長与町のソフトボールの歴史は古く、昭
和29年に第1回長与村民ソフトボール大
会が開かれました。村民の親睦とコミュ
ニティづくりをはかるため県下市町村に
先駆け始められたものです。今年で65回
目を迎える町民ソフトボール大会。これ
から先も長与町では、こどもから大人ま
でソフトボールが愛されつづけていくこ
とでしょう。

長与ひまわり　劇的な逆転サヨナラ勝ち昭和58年９月号1983 第330号

昭和 29 年から毎月発行している「広報ながよ」とともに当時の様子を振り返ります。

「広報ながよ」で見る長与町の歴史
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軌
跡
軌
跡

History 50

長
与
町
の
歴
史

年

▲北陽台

▲長崎県立大学シーボルト校

▲北陽台

▲発掘された長与三彩（平成17年）
▲長崎がんばらんば国体　少年女子ソフトボール（平成26年）

▲ウェザースフィールド町との姉妹都市締結（平成9年） ▲「平和で安全な町」宣言（平成6年）

History

1969
2019

未
来
を
展
望
し
た

新
し
い
ま
ち
づ
く
り
へ

１
９
９
４

（
平
成
６
年
）

１
９
９
６

（
平
成
８
年
）

１
９
９
７

（
平
成
９
年
）

１
９
９
９

（
平
成
11
年
）

２
０
０
１

（
平
成
13
年
）

２
０
０
２

（
平
成
14
年
）

２
０
０
３

（
平
成
15
年
）

２
０
０
４

（
平
成
16
年
）

２
０
０
５

（
平
成
17
年
）

２
０
０
６

（
平
成
18
年
）

２
０
０
７

（
平
成
19
年
）

２
０
０
８

（
平
成
20
年
）

２
０
１
０

（
平
成
22
年
）

２
０
１
１

（
平
成
23
年
）

２
０
１
３

（
平
成
25
年
）

２
０
１
４

（
平
成
26
年
）

２
０
１
５

（
平
成
27
年
）

２
０
１
６

（
平
成
28
年
）

２
０
１
７

（
平
成
29
年
）

２
０
１
９

（
平
成
31
年
）

（
令
和
元
年
）

　
つ
い
に
人
口
４
万
人
を
突
破
し
た
長
与
町
。
自
然

環
境
と
都
市
機
能
が
調
和
し
た
生
活
環
境
や
、
子
育

て
・
教
育
環
境
が
充
実
し
た
「
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
」

と
し
て
発
展
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
先
「
住
み

た
い
・
住
み
続
け
た
い
・
住
ん
で
よ
か
っ
た
と
い
わ

れ
る
幸
福
度
日
本
一
の
ま
ち
」
を
目
指
し
た
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
高
田
駅
誕
生

宿
泊
研
修
施
設
「
つ
ど
い
の
家
」
完
成

「
平
和
で
安
全
な
町
」
宣
言

中
尾
城
公
園
オ
ー
プ
ン

　平
和
祈
念
碑
完
成
（
戦
後
50
周
年
記
念
事
業
）

高
田
中
学
校
開
校

　長
与
町
「
陶
芸
の
館
」
完
成

ウ
ェ
ザ
ー
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
町
と
の
姉
妹
都
市
締
結

長
与
町
民
文
化
ホ
ー
ル
完
成

　県
立
長
崎
シ
ー
ボ
ル
ト
大
学
開
学

（
現
長
崎
県
立
大
学
シ
ー
ボ
ル
ト
校
）

人
口
４
０
，０
０
０
人
到
達

　長
与
町
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
丸
田
荘
」
完
成

長
与
町
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
潮
井
崎
交
流
館
完
成

ま
な
び
野
１
丁
目
〜
３
丁
目
の
住
居
表
示
実
施

　長
与
児
童
館
完
成
（
町
内
全
小
学
校
区
設
置
完
了
）

長
与
町
特
産
品
直
売
所
「
ま
ん
て
ん
」
オ
ー
プ
ン

　全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
「
長
崎
ゆ
め
総
体
」

開
催
（
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技
・
ヨ
ッ
ト
競
技
）

　長
与
町
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
・
健
康
セ
ン
タ
ー
完
成

　長
与
三
彩
発
掘
調
査
で
長
与
三
彩
出
土

高
田
越
ト
ン
ネ
ル
開
通

　複
合
障
害
者
施
設
「
ほ
ほ
え
み
の
家
」
完
成

　長
与
南
交
流
セ
ン
タ
ー
完
成

　長
与
町
海
洋
ス
ポ
ー
ツ
交
流
館
完
成

町
道
中
尾
城
線
供
用
開
始

時
津
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
完
成

　長
与
町
水
道
局
新
庁
舎
完
成

　長
与
小
学
校
新
校
舎
完
成

長
与
町
立
高
田
保
育
所
新
園
舎
完
成

長
崎
が
ん
ば
ら
ん
ば
国
体
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会

（
全
日
本
総
合
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
）
開
催

　長
崎
が
ん
ば
ら
ん
ば
国
体

　
少
年
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技
会
開
催

長
崎
が
ん
ば
ら
ん
ば
大
会

　
フ
ッ
ト
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
競
技
会
開
催

　ク
リ
ー
ン
パ
ー
ク
長
与
完
成

　農
産
物
加
工
施
設
「
長
与
カ
ラ
フ
ル
」
完
成

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
長
崎

　
タ
ー
ゲ
ッ
ト
・
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
交
流
大
会
開
催

　北
陽
台
１
丁
目
・
２
丁
目
の
住
居
表
示
実
施

長
与
中
央
橋
開
通

　町
制
施
行
50
周
年
を
迎
え
る
（
１
月
１
日
）

History

1994-2019
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軌
跡

History

長
与
町

今
昔
写
真

長与小学校・
長与町役場

旧長与中学校・
旧丸田住宅

長与町役場

池山

西田原団地

長与ダム

1958 昭和33年

1979 昭和54年

1963 昭和38年

1959 昭和34年 1955~ 昭和30年代

現在

現在

現在

現在

三根郷第2浄水場付近

1945~1953 昭和20～28年現在

現在

吉無田

現在

明治40年落成の
村役場1965 昭和40年 現在の図書館

1960 昭和35年

時
を
積
み
重
ね

　移
り
変
わ
っ
て
き
た

　歴
史
や
人
の
営
み
の
軌
跡

写
真
が
語
る
長
与
町
の
今
と
昔
。

変
わ
ら
な
い
も
の
、
変
わ
っ
て
い
く
も
の
、

変
え
て
い
く
も
の
を
感
じ
て
く
だ
さ
い
。

History
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軌
跡

History

1965 昭和40年1996 平成8年現在

現在

現在

追
憶
の
景
色

　
　
　こ
こ
か
ら
ま
た
先
の
未
来
へ

現在

1974 昭和49年

1950 昭和25年

1976~ 昭和51年頃

現在

History

長
与
町

今
昔
写
真

長与駅嬉里

佐敷川内より舟津、氷取方面

前田川内

長与浦

道ノ尾

青葉台入口

長与駅前通り

1954 昭和29年1965 昭和40年現在

1987 昭和62年

現在 1986 昭和61年現在 1965~ 昭和40年代
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voice interview

「
天
の
刻
は
地
の
利
に
如
か
ず
地
の
利
は
人
の

和
に
如
か
ず
」
と
い
う
言
葉
も
あ
り
ま
す
が
、

長
与
の
人
が
、
協
調
し
和
を
大
事
に
し
て
き

た
か
ら
こ
そ
、
町
は
50
年
で
大
き
く
発
展
で

き
た
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
長
与
の
発
展
は
、
長
与
川
な
し
で

は
語
れ
ま
せ
ん
。
人
々
の
生
活
を
支
え
て
き

た
母
な
る
川
で
あ
り
、
長
与
町
に
と
っ
て
か

け
が
え
の
な
い
も
の
で
す
。
町
民
の
皆
さ
ま

に
は
、
長
与
川
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
ず
っ

と
持
ち
続
け
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
長
与
町
が
日
々
発
展
し
続
け
て
い
る
の
は
、

町
民
の
皆
さ
ま
を
は
じ
め
町
職
員
の
た
ゆ
ま

ぬ
努
力
と
長
与
町
を
思
う
気
持
ち
が
こ
の
長

与
を
支
え
て
い
る
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
町

は
町
民
の
皆
さ
ま
の
協
力
が
な
け
れ
ば
成
り

立
ち
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
先
、
60
年
、
70
年

と
町
民
の
皆
さ
ま
と
町
が
更
に
振
興
し
て
い

く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
は
町
民

の
英
知
と
協
力
が
不
可
欠
で
す
。
平
成
の
大

合
併
で
、
長
与
町
は
独
自
の
道
を
選
択
し
て

き
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
を
礎
に
置
き
、
こ
の

50
周
年
を
機
に
、
更
な
る
発
展
を
願
っ
て
い

ま
す
。

　
町
制
が
ス
タ
ー
ト
し
た
時
は
、長
与
は
「
純

農
村
」
で
し
た
。
昭
和
46
年
に
新
都
市
計
画

法
が
で
き
、
前
任
者
の
吉
田
元
町
長
が
昭
和

47
年
に
町
長
に
就
任
さ
れ
て
か
ら
は
、
都
市

計
画
事
業
が
走
り
出
し
、
町
内
各
地
で
大
改

造
の
動
き
と
な
り
ま
し
た
。

　
役
場
職
員
時
代
は
、
色
々
な
部
署
で
働
か

せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
建
設
部
で
は
、
学
校

や
公
共
施
設
の
建
設
に
も
携
わ
ら
せ
て
い
た

だ
き
、
苦
労
は
あ
り
ま
し
た
が
、
ま
ち
の
景

色
が
変
わ
っ
て
い
く
の
が
楽
し
く
も
あ
り
ま

し
た
。
教
育
委
員
会
で
は
、
公
民
館
の
館
長

も
経
験
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
高
学
歴

の
方
が
、
各
種
講
座
や
教
室
に
集
ま
っ
て
く

る
中
で
、
役
場
職
員
と
し
て
、
ど
う
い
う
ア

プ
ロ
ー
チ
を
か
け
て
い
く
か
と
い
う
の
は
課

題
で
し
た
。
し
か
し
、「
社
会
教
育
」
を
担
当

で
き
た
こ
と
は
、
自
身
に
と
っ
て
非
常
に
大

き
か
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
町
長
時
代
に

は
、
住
環
境
整
備
や
福
祉
の
充
実
が
求
め
ら

れ
る
な
か
、「
地
域
を
つ
く
る
に
も
、
ま
ち
を

つ
く
る
に
も
、
そ
れ
は
『
人
』
で
あ
る
」
と

い
う
信
念
の
も
と
、
人
の
和
を
絶
え
ず
考
え

て
い
ま
し
た
。人
々
が「
和
」す
な
わ
ち「
対
話
」

を
す
る
中
で
、
新
し
い
活
力
が
生
ま
れ
ま
す
。

境
整
備
と
し
て
、
区
画
整
理
事
業
、
公
共
下

水
道
建
設
、
治
水
ダ
ム
の
建
設
、
港
湾
の
整

備
に
着
手
し
ま
し
た
。
地
主
さ
ん
た
ち
か
ら

土
地
を
頂
い
て
、
河
川
の
改
修
、
道
路
の
拡
幅
、

公
園
、そ
う
し
た
も
の
を
作
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
昭
和
48
年
に
は
高
田
小
学
校
区
を

選
定
し
、
地
域
住
民
が
主
体
と
な
っ
て
活
動

す
る
高
田
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
立
ち
上
げ

ま
し
た
。
産
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
国
の

補
助
事
業
を
活
用
し
、
伝
統
の
み
か
ん
産
業

を
主
と
し
て
、
畑
地
総
合
開
発
事
業
に
取
り

組
み
ま
し
た
。当
時
、長
与
の
み
か
ん
は「
ち
ょ

う
よ
み
か
ん
」
と
言
わ
れ
て
い
て
、
値
段
も

高
く
、
石
川
県
ま
で
送
っ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
ち
づ
く
り
を
す
る
に
当
た
っ
て
、
反
対

も
多
か
っ
た
で
す
が
、
結
局
う
ま
く
い
っ
た

の
は
町
民
の
優
し
さ
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

　
私
は
「
天
の
刻
は
地
の
利
に
如
か
ず
、
地

の
利
は
人
の
和
に
如
か
ず
」
を
教
訓
に
ま
ち

づ
く
り
に
精
進
し
ま
し
た
が
、
そ
の
教
訓
が

現
在
ま
で
受
け
継
が
れ
て
い
る
よ
う
で
、
喜

び
を
感
じ
て
い
ま
す
。
私
の
生
涯
は
仕
事
に

明
け
、
仕
事
に
暮
れ
た
と
い
っ
た
感
じ
で
す
。

そ
れ
も
自
分
の
希
望
の
種
で
す
け
ど
ね
。

　
私
が
職
員
に
な
っ
た
の
は
、
ち
ょ
う
ど
終

戦
直
後
で
、
当
時
の
役
場
は
、
戸
籍
係
や
配

給
係
（
米
な
ど
）、
民
生
係
を
担
当
し
て
お
り
、

民
生
係
は
議
会
係
と
選
挙
係
も
兼
務
し
て
お

り
ま
し
た
。
当
時
の
人
口
は
、
１
万
６
百
人

く
ら
い
で
人
口
の
規
模
は
今
の
４
分
の
１
く

ら
い
で
し
た
か
ら
、
今
は
50
人
く
ら
い
の
民

生
委
員
も
、
昔
は
１
人
だ
け
で
し
た
。

　
ど
う
す
れ
ば
町
に
人
口
が
集
ま
る
か
を
勉

強
す
る
た
め
、
昭
和
44
年
、
自
治
大
学
に
行

か
せ
て
頂
き
ま
し
た
。ち
ょ
う
ど
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
が
出
て
き
た
の
が
昭
和
40
年
頃
で
、将
来
は
、

職
場
に
行
か
な
く
て
も
自
宅
で
仕
事
を
で
き

る
世
の
中
に
な
る
と
言
わ
れ
、
ま
ち
を
綺
麗

に
整
備
し
た
ら
、
人
は
何
も
言
わ
な
く
て
も

入
っ
て
く
る
と
教
え
ら
れ
ま
し
た
。そ
れ
か
ら
、

私
た
ち
は
長
与
の
大
改
造
を
始
め
ま
し
た
。

　
私
は
昭
和
47
年
に
町
長
就
任
直
後
、
長
与

町
の
将
来
像
の
診
断
を
、
九
州
大
学
の
先
生

に
お
願
い
し
ま
し
た
。診
断
の
結
果
は
リ
ゾ
ー

ト
観
光
都
市
づ
く
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
ま

ち
づ
く
り
、
産
業
振
興
の
ま
ち
づ
く
り
に
力

を
尽
く
し
な
さ
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　
私
は
助
役
を
経
て
、
町
長
に
な
り
、
提
案

さ
れ
た
ま
ち
づ
く
り
を
実
行
す
る
た
め
、
環

軌
跡

　
昔
の
長
与
は
田
ん
ぼ
が
多
く
、
人
口
も
少
な
か
っ
た
で
す
が
、

官
民
一
体
と
な
っ
て
団
地
開
発
を
進
め
な
が
ら
発
展
し
て
き
ま

し
た
。
ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て
は
、
新
都
市
計
画
法
が
で
き
て

か
ら
は
、
消
防
車
も
通
れ
る
広
い
道
路
が
整
備
さ
れ
て
い
き
ま

し
た
。
団
地
造
成
の
波
で
人
口
が
増
え
て
い
く
中
、
新
旧
町
民

が
一
緒
に
活
動
す
る
た
め
に
、
高
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
は
じ
め

各
小
学
校
区
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
組
織
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

現
在
の
町
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
も
長
与
村
の
頃
か
ら
行
わ
れ

て
お
り
、
住
民
同
士
の
繋
が
り
を
深
め
る
た
め
の
大
切
な
行
事

で
し
た
。
私
自
身
、
消
防
団
や
自
治
会
長
も
経
験
し
ま
し
た
。

町
議
員
時
代
、
皆
前
地
区
に
地
域
の
拠
点
と
な
る
「
自
主
防
災

セ
ン
タ
ー
」
を
建
設
す
る
と
い
う
一
つ
の
大
き
な
目
標
を
達
成

で
き
、
周
り
の
皆
さ
ま
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
32
年
間
の
議
員
生

活
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
50
年
は
あ
っ
と
い
う

間
で
し
た
。

　
住
宅
や
お
店
も
増
え
発
展
し
ま
し
た
が
、
昔
と
比
べ
て
地
域

の
繋
が
り
や
町
へ
の
関
心
が
薄
れ
て
き
て
い
る
印
象
が
あ
り
ま

す
。
若
い
世
代
の
方
に
は
、
生
ま
れ
育
っ
た
長
与
を
愛
し
、
横

の
繋
が
り
を
大
切
に
し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
更
に
発
展
し
、
子
ど
も
た
ち
が
「
夢
」
を
持
て
る
よ
う
な
ま

ち
を
創
り
上
げ
て
ほ
し
い
と
願
い
ま
す
。
私
も
一
町
民
と
し
て
、

今
ま
で
お
世
話
に
な
っ
た
長
与
町
に
少
し
で
も
恩
返
し
で
き
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

　
16
歳
で
父
を
亡
く
し
、
６
人
兄
弟
の
母
子
家
庭
と
な
っ
た
た

め
、
高
校
を
中
退
し
、
生
活
し
て
い
く
た
め
に
、
20
歳
の
頃
に

清
掃
員
の
仕
事
を
始
め
ま
し
た
。
昭
和
46
年
に
議
員
に
初
め
て

立
候
補
し
た
時
は
、
定
数
18
人
に
対
し
、
立
候
補
者
が
29
人
と

厳
し
い
選
挙
戦
で
し
た
。
そ
の
中
で
当
選
で
き
た
の
は
、
自
分

の
生
い
立
ち
を
知
っ
て
い
る
地
域
の
皆
さ
ま
が
、
懸
命
に
応
援

し
て
く
れ
た
か
ら
で
す
。
本
当
に
「
感
謝
」
の
気
持
ち
し
か

あ
り
ま
せ
ん
。
現
在
、
理
事
長
を
し
て
い
る
社
会
福
祉
法
人

「
の
ぞ
み
会
」
は
、
お
世
話
に
な
っ
た
方
々
が
高
齢
に
な
っ
て

も
〝
住
み
慣
れ
た
町
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
〞
と
い
う

恩
返
し
の
気
持
ち
か
ら
設
立
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
志
を
高

く
持
ち
、
社
会
の
た
め
に
役
に
立
て
る
よ
う
尽
力
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
町
の
こ
れ
ま
で
の
発
展
は
、
町
制
施
行
以
前
か
ら
こ
の
町
を

支
え
て
き
た
長
与
川
の
お
か
げ
で
す
。
こ
ん
な
に
潤
っ
た
川
は

他
に
な
い
と
思
い
ま
す
。
ま
ち
の
大
切
な
資
源
で
あ
る
長
与
川

を
き
れ
い
な
ま
ま
で
後
世
に
引
き
継
い
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
ま
た
、
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
は
、
の
び
の
び

と
健
や
か
に
育
っ
て
ほ
し
い
で
す
。
長
与
の
子
ど
も
た
ち
は
、

よ
く
あ
い
さ
つ
を
し
、本
当
に
感
動
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も「
あ

い
さ
つ
」
が
出
来
る
子
ど
も
を
育
て
て
ほ
し
い
と
願
い
ま
す
。

い
ま
日
本
全
体
と
し
て
、
人
口
減
少
の
波
が
来
て
お
り
、
子
ど

も
た
ち
に
い
か
に
長
与
に
残
っ
て
も
ら
う
か
が
課
題
で
す
。
町

が
更
に
魅
力
を
増
し
、発
展
し
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
38
年
に
渡
り
小
学
校
教
諭
を
務
め
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
、
長

与
北
小
と
長
与
南
小
に
計
８
年
間
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
現

在
、
長
与
町
の
学
力
は
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
を
維
持
し
て
い
ま

す
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
教
員
が
熱
心
で
資
質
が
高
く
、
家
庭

で
の
し
つ
け
や
生
活
環
境
が
良
い
こ
と
、
ま
た
行
政
が
教
育
に

力
を
入
れ
て
お
り
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
・
行
政
が
非
常
に
連

携
し
合
っ
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
私
の
在

任
当
時
も
教
育
予
算
が
豊
富
で
、
副
読
本
「
ふ
る
さ
と
長
与
」

を
多
彩
な
写
真
付
き
で
編
集
す
る
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
感
激

し
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　
私
は
、「
一
人
一
人
の
子
ど
も
を
大
切
に
す
る
温
か
み
の
あ

る
教
育
の
ま
ち
長
与
」
を
自
分
の
中
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に

し
て
い
ま
す
。
そ
こ
に
は
、
学
力
に
プ
ラ
ス
し
て
人
間
的
に
も

成
長
し
て
い
け
る
よ
う
な
町
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
が

あ
り
ま
す
。
私
は
、「
あ
り
が
と
う
」
と
い
う
言
葉
と
「
笑
顔
」

が
好
き
で
す
。「
あ
り
が
と
う
」
は
、
言
わ
れ
た
人
は
も
ち
ろ

ん
言
っ
た
人
も
幸
せ
に
な
る
魔
法
の
言
葉
だ
と
思
い
ま
す
。
そ

し
て
「
笑
顔
」
は
、
自
分
に
も
周
り
に
も
良
い
影
響
を
も
た
ら

し
て
く
れ
る
大
事
な
も
の
で
す
。
ぜ
ひ「
あ
り
が
と
う
」と「
笑

顔
」
が
溢
れ
る
生
活
を
送
っ
て
ほ
し
い
と
願
い
ま
す
。

　
現
在
、
趣
味
で
約
40
年
続
け
て
い
る
革
工
芸
を
公
民
館
で
教

え
て
い
ま
す
。
人
に
教
え
る
と
い
う
こ
と
は
、
同
時
に
自
分
が

学
ぶ
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
子
ど
も
た
ち
や
地

域
の
皆
さ
ま
と
繋
が
り
を
大
事
に
し
な
が
ら
過
ご
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

History

川口　美人 氏

長与町議会議員
（昭和50年5月～平成19年4月）

長与町議会議長
（平成11年4月～19年4月）

長与町消防団団長
（昭和63年4月～平成11年6月）

池原　泉 氏

長与町議会議員
（昭和46年5月～58年4月）

長崎県議会議員
（昭和62年4月～平成15年4月）

長崎県議会議長（第55代）

社会福祉法人 のぞみ会
のぞみの杜理事長

村上　光子 氏

長与町教育委員会
教育委員

（平成13年10月～29年9月）

長与町教育委員会
教育委員長

（平成22年10月～28年9月）

ながよを支えた人たち 元町長インタビュー

葉山　友昭 氏

第 12 代町長

在任期間

2000

2012

吉田　安親 氏

第 11 代町長

在任期間

1972

2000
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貴
石

途
絶
え
る
こ
と
な
く

受
け
継
が
れ

は
ぐ
く
ま
れ
て
き
た

貴
石
の
よ
う
な
宝
物

き
せ
き
を
重
ね
て

未
来
を
は
ぐ
く
む

な
が
よ
を
つ
く
る

３
つ
の
き
せ
き

2
第

章
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貴
石

貴
石

Culture

受
け
継
い
で
き
た
も
の

郷
土
芸
能

　
長
与
町
に
は
、
長
い
年
月
、
地
域
の

人
々
に
よ
っ
て
守
ら
れ
、
受
け
継
が
れ

て
き
た
伝
統
芸
能
が
あ
り
ま
す
。

　
３
０
０
年
以
上
も
受
け
継
が
れ
て

い
る
太
鼓
や
、
長
崎
ら
し
さ
を
醸
し
出

す
川
船
、
竜
踊
。　
神
様
と
の
つ
な
が
り

を
物
語
る
浮
立
な
ど
。

　
一
人
ひ
と
り
の
熱
い
想
い
は
時
代

を
超
え
て
積
み
重
な
っ
て
、
現
在
の
賑

わ
い
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　なぎなた踊りは明治時代前期に長与村で生まれ、靜流
なぎなたに棒術をとり入れたもの。７月の祇園祭では道中
踊りとして披露されている。

　元禄10年（1697）の銘がある元禄太鼓を中心に、
昭和62年に和太鼓による組太鼓を編成した新しい
郷土芸能。

　獅子は悪魔を払い、五穀豊穣・家内安全を守ると言われ、
現在でも、摩利支尊天王神社の祭礼の日に奉納踊りを行って
いる。長崎くんちにも出演している。

　明治時代に岩淵神社の祭神である竜神をまつるため踊ら
れた。竜使いの機敏な動作と竜の大きな口から煙を吐く様
は、特異かつ見事な演技で、多くの人々を魅了する。

　道ノ尾獅子舞は、約200年の伝統を持ち、かつて農耕の里で
あった道ノ尾・高田越地区にあって豊作祈願や雨乞いの際に演じ
られた。

　岡浮立は約200年の歴史をもつ行列浮立で、岡浮立
の伝承には岡郷民がこぞって参加し、俗に岡の千人
浮立と言われてきた。

　平木場浮立の特徴は、行列浮立といわれるもので、通常
は、傘鉾・矢箱・カラ・ササラ・カケ踊・太鼓・鉦・笛で構成
されている。

　明治20年、新築祝いに「川船ばやし」を披露したのが
始まり。以来、数々の祝唄や大漁ばやしが作られた。

　西高田のにわかは、「人形からい」と呼ばれ、踊る
人が人形に背負われているような滑稽な所作は、江戸
時代の農民のバイタリティが感じられる。

なぎなた踊

琴ノ尾太鼓（本川内）

にわか（西高田）

浮立（平木場）

浮立（岡）獅子舞（道ノ尾）

竜踊（斉藤）

獅子舞（吉無田） 川船（舟津）

途
絶
え
る
こ
と
な
く

受
け
継
が
れ

は
ぐ
く
ま
れ
て
き
た

貴
石
の
よ
う
な
宝
物

な
が
よ
で
生
ま
れ
、
は
ぐ
く
ま
れ
、
途
絶
え
る
こ
と
な
く

伝
え
ら
れ
て
き
た
先
人
の
教
え
や
文
化
は

今
ど
の
よ
う
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

Culture
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Culture

Culture

受
け
継
い
で
き
た
も
の

遺
跡
（
史
跡
）

　古
く
は
旧
石
器
時
代
の
遺
跡
が
残
る
長

与
。
連
綿
と
続
い
て
き
た
歴
史
を
今
に
伝

え
る
貴
重
な
史
跡
な
ど
が
、
た
く
さ
ん

残
っ
て
い
ま
す
。

長与三彩

　長与三彩は、江戸時代中期、長与窯で
焼かれていた磁器三彩です。冷たい印象
のある磁器でありながら、日本古来の漆
器の暖かみが感じられる作品もあります。
漆手や金彩など多彩な技術を用いるなど
華麗で芸術的価値も高く、すこぶる発色が
良いのも特徴の一つです。

長与皿山窯跡（嬉里郷）

　長与皿山窯跡は、波佐見焼の分窯的な位置にあります。当時の
登窯の全容を解明するため、平成5年度に窯跡3カ所、物原3カ所
の発掘調査が行われました。これにより、全長115ｍにも及ぶ登
窯であることと江戸時代には大量の長与焼が生産されていたこと
が判明しています。

寺屋敷跡・五輪塔群（丸田郷）

　寺屋敷跡五輪塔群は、この地のかつての領
主、長与一族と関係があるのではないかとみら
れる墓石です。南北朝時代から室町時代を経て
戦国時代までに建立されたもので、このよう
に、古い各時代の五輪塔が並んであるのは長崎
県内でも珍しい史跡です。

堂崎遺跡（岡郷堂崎）

　堂崎遺跡は、堂崎鼻一帯に広がる約２～３万年前（後期旧石
器時代）の遺跡です。
　遺跡からは、ナイフ形石器や石のやじりなどが採集され、旧石
器時代から、縄文、弥生時代を経て古墳時代へと至る町内最古の
遺跡です。

東高田城跡（高田郷）

　東高田城は天満宮公園の西
に位置する小高い丘陵にあり
ました。
　この城が誰の築城で、いつ
建立されたのかは定かではあ
りません。線路を挟んで対面
する「西高田城」と一対の出城
であり、長崎街道方面からの
侵入者を監視する目的をもっ
ていたことは間違いないよう
です。

　天正 14（1586）年、大村藩主
であった大村純忠の藩下にあった
長与村は、地頭の長与太郎衛門
純一が治めていました。しかし、
謀反の企てが漏れて、藩主純忠の
耳に届き、太郎衛門純一が立て籠
もる城山を攻め立てました。兵士
たちは、遠征の末に急勾配の城山
攻めに苦戦し喉が渇いて息絶えだ
えのところ「梅干し！梅干し！」と
叫んで唾を呑み呑み勢いを盛り返
した由来から、落城後には「唾飲
城（つのみじょう）」と呼ばれる
故事が残っています。

浜の城跡（唾飲城跡）（斉藤郷）

中尾城跡（三根郷・吉無田郷）

　中尾城は、非常時に備えるため、天文年
間（1532～1554年）に長与権ノ助が築い
たとされていますが、実際にはそのような
非常事態は起こらなかったと言われてい
ます。
　中尾城の土塁は、土をたたき締めて幾
重にも重ねるという手が込んだつくりをし
ていたことが明らかになりました。これに
よって、大変貴重な遺構だとみなされ、町
の指定史跡となっています。

のぼりがま

うるしで きんさい
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Nature

つくり育てる
漁業へ転換

カキ、
ナマコ

　研究を重ねたオリーブ

全国に知られた

辻田白菜

情熱を注いだみかん
　
平
成
28
年
に
は
搾
油
機
が
導
入
さ
れ
、

よ
り
新
鮮
な
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
を
搾
油
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
２
０
１
９
国

際
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
で
は
、

銀
賞
を
受
賞
す
る
な
ど
、
６
次
産
業
の
発

展
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
耕
作
放
棄
地
の
解
消
と
農
業
振
興
に
寄

与
す
る
た
め
、
長
与
町
の
気
候
条
件
に
適

し
た
農
作
物
と
し
て
、
オ
リ
ー
ブ
栽
培
の

研
究
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　
平
成
19
年
、
長
与
町
の
オ
リ
ー
ブ
栽
培

が
開
始
さ
れ
、
今
で
は
町
内
約
６
ヘ
ク

タ
ー
ル
に
約
３
，０
０
０
本
の
オ
リ
ー
ブ

が
植
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

さ
れ
た
み
か
ん
は
、
「
長
崎
味
ロ
マ
ン
」

「
こ
と
の
う
み
み
か
ん
」
の
名
で
、
日
本

各
地
へ
出
荷
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
も
み
か
ん
作
り
は
脈
々
と
引
き
継

が
れ
て
お
り
、
長
与
町
の
特
産
品
と
し
て
、

甘
く
て
お
い
し
い
と
評
判
で
す
。

　
長
与
の
み
か
ん
は
、
二
百
年
以
上
の
歴

史
が
あ
り
、
明
治
中
頃
に
村
島
周
吉
氏
に

よ
っ
て
広
く
植
え
付
け
ら
れ
、今
日
の「
み

か
ん
産
地
・
長
与
」
の
基
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
戦
後
の
み
か
ん
農
家
の
熱
心
な

活
動
に
よ
り
発
展
し
て
き
ま
し
た
。
収
穫

な
い
ほ
ど
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
事
業
に
よ

る
収
益
は
、
公
共
事
業
に
投
入
さ
れ
、
百

合
野
地
区
の
道
路
な
ど
が
作
ら
れ
、
地
域

の
発
展
に
大
き
く
貢
献
し
ま
し
た
。

　
昭
和
36
年
、
採
種
組
合
は
解
散
し
ま
し

た
が
、
種
は
辻
田
さ
ん
の
家
系
の
方
が
引

継
ぎ
、
伝
統
野
菜
と
し
て
、
町
内
の
学
校

給
食
に
も
登
場
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
百
合
野
団
地
内
に
そ
の
功
績
を
た

た
え
、
記
念
碑
が
建
て
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
大
正
３
年
、
高
田
郷
百
合
野
の
辻
田
長

次
郎
氏
の
試
み
に
よ
り
始
ま
っ
た
完
全
結

球
白
菜
作
り
。
四
海
楼
の
主
人
　
陳
平
順

氏
の
協
力
を
得
て
、
日
本
で
初
め
て
品
種

の
固
定
に
成
功
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
評

判
か
ら
種
子
の
需
要
が
高
く
な
り
、
生
み

の
親
で
あ
る
辻
田
氏
の
功
績
を
永
く
残
す

べ
く
「
辻
田
白
菜
」
と
名
付
け
、
採
種
事

業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
辻
田
白
菜
の
名
は
全
国
に
知
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
、
注
文
が
殺
到
し
、
応
じ
き
れ

　
大
村
湾
に
面
し
た
長
与
町
の
漁
業
は
、

刺
し
網
・
か
ご
漁
業
を
中
心
に
行
わ
れ
、

タ
コ
・
イ
カ
・
ナ
マ
コ
・
シ
ャ
コ
な
ど
数

多
く
の
魚
介
類
が
水
揚
げ
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
で
は
「
つ
く
り
育
て
る
漁
業
」
へ

転
換
を
図
り
、
ヒ
ラ
メ
や
ナ
マ
コ
の
放
流
、

カ
キ
の
養
殖
な
ど
、
栽
培
・
養
殖
型
漁
業

を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

　
長
与
町
で
最
も
水
揚
げ
量
が
多
い
の
は

ナ
マ
コ
で
、
食
用
だ
け
で
な
く
、
黒
ナ
マ

コ
石
鹸
な
ど
に
も
加
工
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
12
月
中
旬
か
ら
３
月
ま
で
、
長
与
港
前

の
カ
キ
小
屋
テ
ン
ト
で
は
、
新
鮮
で
ク

リ
ー
ミ
ー
な
大
ぶ
り
の
カ
キ
を
堪
能
で
き

ま
す
。

途
絶
え
る
こ
と
な
く

　受
け
継
が
れ

　は
ぐ
く
ま
れ
て
き
た

　貴
石
の
よ
う
な
宝
物

守
っ
て
き
た
も
の

豊
か
な
山
と
海
が
人
に
恵
み
を
与
え
、

自
然
と
と
も
に
歩
み
、
生
ま
れ
た
産
業
が

町
を
は
ぐ
く
ん
で
き
ま
し
た
。

Nature
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も
保
存
会
加
入
の
申
し
出
が
あ
る
の
で
、
非

常
に
あ
り
が
た
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
保
存

会
の
一
員
で
あ
る
息
子
も
「
伝
統
を
守
り
続

け
た
い
」
と
の
想
い
で
長
与
町
を
は
な
れ
ず

獅
子
舞
を
守
っ
て
く
れ
て
お
り
、
大
変
嬉
し

く
思
っ
て
い
ま
す
。
獅
子
舞
の
活
動
を
す
る

に
は
、家
族
の
理
解
と
協
力
が
不
可
欠
で
す
。

私
自
身
、
家
族
の
協
力
が
な
け
れ
ば
こ
こ
ま

で
活
動
を
続
け
て
こ
れ
な
か
っ
た
こ
と
で

し
ょ
う
。

　
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
は
、
郷
土
芸

能
な
ど
を
通
じ
て
、
生
ま
れ
育
っ
た
長
与
町

に
貢
献
し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
私

も
今
後
体
力
の
続
く
限
り
、自
身
の
「
誇
り
」

で
あ
る
吉
無
田
獅
子
舞
を
通
じ
て
町
へ
恩
返

し
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
吉
無
田
獅
子
舞
に
は
、
中
学
生
か
ら
踊
り

手
と
し
て
関
わ
っ
て
お
り
、
長
崎
く
ん
ち
に

子
獅
子
と
し
て
二
回
出
演
し
た
経
験
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
頃
は
街
路
灯
な
ど
も
無
い
時
代

で
し
た
の
で
、
み
ん
な
で
ち
ょ
う
ち
ん
を
ぶ

ら
下
げ
て
練
習
場
所
で
あ
る
公
園
に
む
か
っ

て
い
た
思
い
出
が
あ
り
ま
す
。
戦
前
、
吉
無

田
獅
子
舞
が
長
崎
く
ん
ち
に
出
演
し
始
め
た

頃
は
バ
ス
も
な
か
っ
た
の
で
、
前
日
の
夜
行

列
車
で
た
く
さ
ん
の
荷
物
を
運
ん
で
お
り
、

会
場
に
向
か
う
だ
け
で
も
一
苦
労
で
し
た
。

　
現
在
は
保
存
会
の
会
長
と
し
て
50
年
以

上
、吉
無
田
獅
子
舞
の
継
承
・
保
存
に
携
わ
っ

て
い
ま
す
。私
が
会
長
に
就
任
し
た
当
時
は
、

保
存
会
の
会
員
は
30
名
ほ
ど
で
し
た
が
、
現

在
は
70
名
ほ
ど
に
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
最

近
で
は
、
長
与
町
民
だ
け
で
な
く
吉
無
田
獅

子
舞
に
ぜ
ひ
参
加
し
た
い
と
町
外
の
方
か
ら

知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
町
の
史
跡
め
ぐ
り
研
修
会
の
講
師
は
す
で

に
退
任
し
て
お
り
ま
す
が
、
今
で
も
小
学
校

３
・
４
年
生
を
対
象
と
す
る
社
会
科
の
副
読

本
「
ふ
る
さ
と
長
与
」
の
授
業
支
援
や
自
治

会
で
の
講
演
を
行
っ
て
い
ま
す
。
話
す
こ
と

で
、
皆
さ
ま
に
喜
ん
で
も
ら
う
こ
と
が
楽
し

み
で
あ
り
、ま
た
新
た
な
活
力
に
な
り
ま
す
。

話
す
時
は
、「
わ
か
り
や
す
く
伝
え
る
こ
と
」

「
対
等
な
立
場
で
話
す
こ
と
」
を
心
掛
け
て

い
ま
す
。

　
長
与
の
歴
史
は
郷
土
誌
な
ど
の
書
籍
で
も

知
る
こ
と
が
出
来
ま
す
が
、「
言
葉
」
で
も

繋
い
で
い
き
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
強
く
あ

り
ま
す
。
ま
た
歴
史
と
同
時
に
、
当
時
の
方

が
ど
の
よ
う
な
生
活
を
し
て
い
た
か
を
知
る

こ
と
も
大
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
長
与
の

歴
史
が
、
こ
れ
か
ら
も
次
世
代
へ
語
り
継
が

れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
幼
い
頃
か
ら
、
好
奇
心
が
旺
盛
で
、
生
き

物
な
ど
色
々
な
も
の
に
興
味
が
あ
り
ま
し

た
。
終
戦
後
に
獣
医
学
を
学
び
、
理
科
の
教

師
や
農
業
共
済
、
中
央
保
健
所
な
ど
に
務
め

ま
し
た
。仕
事
で
現
地
に
足
を
運
ぶ
う
ち
に
、

地
域
と
の
繋
が
り
も
深
ま
り
、
持
ち
前
の
好

奇
心
か
ら
長
与
の
歴
史
・
史
跡
な
ど
に
も
興

味
を
持
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　
平
成
13
年
に
長
与
町
公
民
館
で
開
催
さ
れ

た
「
な
が
よ
の
歴
史
講
座
」
の
講
師
を
代
理

で
務
め
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
長
与

の
歴
史
や
史
跡
を
よ
り
深
く
学
び
始
め
ま
し

た
。
郷
土
誌
制
作
に
も
写
真
提
供
、
現
地
案

内
な
ど
で
協
力
し
、
郷
土
誌
友
の
会
に
入
っ

て
か
ら
は
、
記
念
誌
の
内
容
を
改
め
て
検
証

し
よ
う
と
仲
間
と
よ
く
現
場
に
赴
い
て
い
ま

し
た
。
長
与
を
深
く
学
ぶ
中
で
、
わ
た
し
の

祖
母
が
、
町
の
史
跡
の
一
つ
で
あ
る
「
波
多

家
の
墓
」
の
波
多
家
の
出
身
で
あ
る
こ
と
も

万
ト
ン
に
も
達
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
を
ピ
ー

ク
に
海
外
か
ら
の
輸
入
や
果
樹
消
費
の
多
様

化
、
生
産
者
の
高
齢
化
な
ど
の
影
響
で
年
々

減
少
し
て
お
り
、
現
在
は
、
約
５
分
の
１
程

度
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
最
近
は
高
齢

に
よ
り
農
業
を
辞
め
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
お

り
、
耕
作
放
棄
地
の
増
加
が
問
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。耕
作
地
を
共
同
で
経
営
す
る
な
ど
、

地
域
の
耕
作
地
を
維
持
し
て
い
く
た
め
の
仕

組
み
づ
く
り
が
必
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
約
20
年
前
か
ら
高
校
生
の
農
業
体
験
の
受

入
れ
を
続
け
て
い
ま
す
。
収
穫
体
験
な
ど
を

通
じ
て
若
い
世
代
の
方
に
農
業
に
魅
力
を
感

じ
、
挑
戦
し
た
い
と
思
っ
て
く
れ
た
ら
嬉
し

い
で
す
。
課
題
は
多
い
で
す
が
、
こ
れ
か
ら

も
地
域
の
農
業
を
守
っ
て
い
く
た
め
に
尽
力

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
50
年
前
を
振
り
返
る
と
、
田
ん
ぼ
の
中
で

ソ
フ
ト
を
し
た
り
、
川
で
泳
い
だ
り
し
て
遊

ん
で
い
ま
し
た
。
長
与
で
は
、
昔
か
ら
日
当

た
り
が
よ
く
、
水
は
け
の
良
い
山
の
傾
斜
地

を
利
用
し
た
み
か
ん
の
栽
培
が
盛
ん
で
し

た
。
わ
た
し
も
、
父
が
み
か
ん
栽
培
を
し
て

い
た
た
め
、
農
業
大
学
校
を
卒
業
後
、
20
歳

か
ら
み
か
ん
づ
く
り
を
始
め
ま
し
た
。

　
長
与
の
み
か
ん
は
、「
味
ロ
マ
ン
」
な
ど

の
名
前
で
、
主
に
東
京
と
石
川
に
送
ら
れ
て

い
ま
す
。
美
味
し
い
み
か
ん
を
お
届
け
す
る

た
め
、
今
ま
で
品
種
改
良
を
重
ね
て
き
ま
し

た
。
途
中
か
ら
は
、ハ
ウ
ス
み
か
ん
を
始
め
、

「
せ
と
か
」
な
ど
新
し
い
種
類
の
柑
橘
類
の

栽
培
に
加
え
、
約
６
年
前
か
ら
は
、
夏
の
時

期
に
収
穫
で
き
る
い
ち
じ
く
の
栽
培
も
始
め

ま
し
た
。

　
全
国
の
温
州
み
か
ん
の
生
産
量
は
、
昭
和

50
年
に
国
の
施
策
の
後
押
し
も
あ
り
、
３
６
６

　
漁
業
で
は
後
継
者
不
足
が
深
刻
で
す
。
漁

業
組
合
も
定
数
を
維
持
し
て
き
ま
し
た
が
、

年
々
高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
仕
事
を
し

な
が
ら
で
も
良
い
の
で
、
若
い
世
代
の
方
に

漁
業
の
楽
し
さ
を
知
っ
て
も
ら
え
た
ら
と
思

い
ま
す
。

　
昔
の
よ
う
に
生
物
が
た
く
さ
ん
い
た
浅
場

に
改
善
す
る
た
め
、「
長
与
浦
再
生
組
織
」

を
平
成
21
年
に
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
大
学
と

連
携
し
て
海
を
耕
し
た
り
、
ヘ
ド
ロ
化
し
て

い
る
浅
場
に
土
を
撒
い
た
り
し
て
生
物
が

育
つ
環
境
に
戻
す
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
に
再
生
活
動
学
習
も
行
っ
て
お

り
、
自
然
環
境
を
守
る
意
識
を
育
て
て
い
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
美
し
い
長
与
川
、
美
し
い

大
村
湾
を
守
り
な
が
ら
、
受
け
継
が
れ
て

き
た
漁
業
が
発
展
す
る
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。

　
昭
和
40
年
代
は
、
周
り
は
田
ん
ぼ
が
広

が
っ
て
お
り
、
川
に
は
魚
な
ど
が
た
く
さ
ん

い
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
秋
に
は
ハ
ゼ
釣

り
、夜
に
は
ウ
ナ
ギ
釣
り
の
光
景
も
見
ら
れ
、

長
与
川
上
流
に
も
ワ
タ
リ
ガ
ニ
が
上
が
っ
て

き
て
い
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
こ
の
50
年
間

で
、
川
の
中
に
は
ご
み
が
目
立
つ
よ
う
に
な

り
、
子
ど
も
た
ち
が
川
遊
び
な
ど
を
す
る
光

景
を
見
る
こ
と
が
少
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。

　
40
歳
を
過
ぎ
て
か
ら
飛
び
込
ん
だ
漁
業
の

世
界
。
町
の
特
産
物
で
あ
る「
牡
蠣
」や「
な

ま
こ
」
な
ど
を
中
心
に
、
日
々
頑
張
っ
て
い

ま
す
。さ
ま
ざ
ま
な
漁
具
を
駆
使
し
な
が
ら
、

時
に
は
高
級
魚
が
採
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
大

変
な
中
で
も
楽
し
み
な
が
ら
仕
事
を
し
て
い

ま
す
。
漁
獲
体
験
や
食
育
体
験
も
行
っ
て
お

り
、
子
ど
も
た
ち
や
漁
業
に
興
味
の
あ
る
若

者
ま
で
、
多
く
の
方
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

貴
石

伝
統
を
受
け
継
ぐ
人
た
ち

志
は
受
け
継
が
れ

　新
し
い
貴
石
へ
繋
が
る

吉
無
田
獅
子
舞
保
存
会

　会
長

　
　青
田
　
嚴 

さ
ん

元
長
与
町
教
育
委
員
会

　教
育
委
員
長

　
　近
藤
　
哲
夫 

さ
ん

谷
川
　
義
浩 

さ
ん

長
崎
西
彼
農
協
こ
と
の
う
み

柑
橘
部
会
長
与
統
括
支
部
長

大
村
湾
漁
業
協
同
組
合
長
与
支
部
理
事

長
与
浦
再
生
活
動
組
織
代
表

久
松
　
正
隆 

さ
ん

先
人
た
ち
に
よ
っ
て

つ
な
が
れ
て
き
た
長
与
を
守
り
、

次
の
力
へ
と
変
え
て
い
く
人
々

Culture

伝
統
を
守
る
使
命
感
と
と
も
に

獅
子
舞
を
「
誇
り
」
に
生
き
る

二
十
歳
か
ら
の
み
か
ん
づ
く
り

地
域
の
農
業
を
守
っ
て
い
く

長
与
の
歴
史
・
史
跡
を

「
言
葉
」
で
繋
い
で
い
く

牡
蠣
や
な
ま
こ
を
守
り

美
し
い
長
与
浦
を

後
世
に
残
し
て
い
く
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奇
跡

現
在
そ
し
て
未
来
に

つ
な
が
っ
て
い
く

尊
い
奇
跡
の
源

き
せ
き
を
重
ね
て

未
来
を
は
ぐ
く
む

な
が
よ
を
つ
く
る

３
つ
の
き
せ
き

3
第

章
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奇
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奇
跡

LIFE

Dream

生活
長
与
町
の
今
、そ
し
て
未
来　パパママ学級は、もうすぐお母さんやお父さんになる方を対象と

した、赤ちゃんのお風呂の入れ方や抱っこ体験など、実習を含ん
だ楽しい育児のプレスクールです。
　マタニティクッキングでは、妊娠中に必要な栄養と食事の量につ
いて、楽しく料理しながら勉強することができます。

充
実
の
子
育
て
支
援

パパママ学級＆マタニティクッキング

　町内には子育て支援セ
ンターが６か所あります。
子育てに関する相談、親子
のふれあい、お友達作り、
情報交換の場として、いつ
でも気軽に遊びに行くこ
とができます。

　母子保健推進員が家庭を訪問し、妊娠・育児に関する情報提供や
相談などを行っています。
　地域の方が主体の自主サークルでは、０歳児から行くことができる
遊び場を提供しています。

長与町子育て支援センター
（おひさまひろば、５つの児童館）

母子保健推進員協議会＆
各地区に広がる自主サークル活動

自
然
あ
ふ
れ
る
生
活
環
境

現
在
そ
し
て
未
来
に

つ
な
が
っ
て
い
く

尊
い
奇
跡
の
源

　自然と都市が調和した長与
町は、子育てや教育環境が充実
した「暮らしやすいまち」とし
て評判。まちでの暮らしは笑顔
でいっぱいです。

　長
与
町
は
、
美
し
い
山
々
に
囲
ま
れ
、

波
静
か
な
大
村
湾
を
臨
み
、
四
季
折
々
の

風
景
が
広
が
る
ま
ち
で
す
。

　町
の
最
北
端
に
あ
る
堂
崎
ノ
鼻
と
、
琴

ノ
尾
岳
の
展
望
台
か
ら
の
眺
め
は
「
次
代

に
残
そ
う
長
崎
百
景
」
に
選
定
さ
れ
て
い

る
観
光
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。

　ま
た
、
町
の
水
資
源
と
し
て
町
民
の
く

ら
し
を
支
え
続
け
て
い
る
長
与
川
に
は
、

親
水
公
園
も
あ
り
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄

り
ま
で
が
楽
し
め
る
憩
い
の
場
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　こ
う
し
た
美
し
い
自
然
を
ま
ち
の
財
産

と
し
て
保
全
す
る
た
め
、
長
与
川
や
大
村

湾
の
清
掃
活
動
な
ど
の
環
境
美
化
に
努
め

な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
も
自
然
環
境
と
都
市

機
能
が
調
和
し
た
生
活
環
境
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　子
ど
も
を
も
つ
す
べ
て
の
親
が
安
心
し

て
子
育
て
が
で
き
る
よ
う
、
長
与
町
で
は

き
め
細
や
か
で
充
実
し
た
支
援
を
行
っ
て

い
ま
す
。

身
の
回
り
の
環
境
や
、
暮
ら
し
方
が
変
わ
っ
て
い
く
な
か

次
の
未
来
へ
と
歩
き
出
す
長
与
町
は
、

ど
の
よ
う
な
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

Dream
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奇
跡

Dream

整
備
さ
れ
た

公
共
交
通

充実した公共施設

魅力あふれるイベント

新しい
商業環境づくり

長与町武道館 長与町図書館

長与町「陶芸の館」長与町ふれあいセンター
長与町健康センター

長与町海洋スポーツ交流館 長与町役場

長与町民文化ホール 長与町民体育館

長与駅 道ノ尾駅本川内駅 高田駅

ミニバス

LIFE
生活

　
長
与
町
で
は
、
日
常
生

活
の
公
共
交
通
手
段
と
し

て
、Ｊ
Ｒ
と
路
線
バ
ス
が
幅

広
く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
町
内
に
は
Ｊ
Ｒ
長
崎
本

線
の
駅
が
４
つ
あ
り
、
長

与
駅
か
ら
長
崎
駅
ま
で
約

16
分
と
通
勤
や
通
学
に
と

て
も
便
利
で
す
。Ｊ
Ｒ
利
用

者
数
は
年
々
増
加
し
て
お

り
、
中
で
も
長
与
駅
が
最

も
多
く
の
人
に
利
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
路
線
バ
ス
は
隣

接
す
る
長
崎
市
方
面
、
時

津
町
方
面
へ
の
路
線
で
構

成
さ
れ
て
お
り
、
町
内
外

の
各
地
の
開
発
に
合
わ
せ

て
路
線
を
変
更
す
る
な
ど
、

町
や
隣
接
す
る
市
町
の
変

化
と
と
も
に
発
達
し
つ
づ

け
ま
す
。

　
教
育
、
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
、

生
き
が
い
の
あ
る
豊
か
な
人
生
を

送
る
た
め
の
様
々
な
施
設
が
、
町

内
各
地
に
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

充
実
し
た
公
共
施
設
は
、
現
在
の

生
活
に
彩
り
を
添
え
て
く
れ
る
だ

け
で
な
く
、
心
身
と
も
に
健
や
か

な
人
を
育
む
地
域
づ
く
り
に
も
貢

献
し
て
い
ま
す
。

　
２
０
１
７
年
５
月
、
長
与
町
に

新
し
く
大
型
商
業
施
設
「
イ
オ
ン

タ
ウ
ン
長
与
」
が
開
業
し
ま
し
た
。

多
種
多
様
な
店
舗
が
軒
を
連
ね
、

既
存
の
商
店
街
も
含
め
た
回
遊
導

線
の
な
か
で
、
様
々
な
用
事
を
済

ま
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
西
そ
の
ぎ
商
工
会
で
は
、

工
夫
を
凝
ら
し
た
各
種
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
て
お
り
、
町
内
外
か
ら

お
と
ず
れ
る
来
場
客
と
の
交
流
を

通
じ
、
将
来
の
商
工
業
に
つ
い
て
、

新
し
い
可
能
性
を
生
み
出
し
て
い

き
ま
す
。

　
長
与
町
で
は
、
一
年
を
通
し
て

魅
力
あ
ふ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
が
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。
古
く
か
ら
続
く

伝
統
的
な
イ
ベ
ン
ト
は
町
民
の
親

睦
と
融
和
を
図
り
、
少
し
ず
つ
形

を
変
え
な
が
ら
、
年
々
そ
の
魅
力

を
増
し
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め

る
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
は
、
季
節
の

訪
れ
を
教
え
て
く
れ
る
大
き
な
ま

ち
の
財
産
で
す
。

Dream

長
与
町
の
今
、そ
し
て
未
来
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Dream

ICT活用

ながよ検定

ブックスタート

ながよの教育

見て、触れて、生きる力を学ぶ

　幼児教育から大学まで
そろった「文教のまち」
は、学力の向上とともに、
生きる力の育成に力をい
れていきます。

STUDY
学び

Dream

長
与
町
の
今
、そ
し
て
未
来

　町立小・中学校では、長与町に
しかない 特 別な「検 定テキスト」
が配られます。ながよ検定を経験
することで、基 礎学力を蓄え、充
実感を実感し、楽しさに満ちた学
校教育の実現を目指しています。

　３～４ヶ月健診時に、保護者の方
へ「絵本」と「赤ちゃんと絵本を
楽しむ体験」をプレゼントする活動
です。「絵本」が赤ちゃんと温かい
時間を共有し、赤ちゃんに対して深
い愛情を与える１つのコミュニケー
ション・ツールとなることを紹介し、
子育てに悩む保護者の方へ励まし
の声を届けています。

英語教育
　夏休みに、中学生を対象とした外
国人と英語で交流するコミュニケー
ション活動の場を展開したり、冬休
み・春休みに小学生を対象とした英
会話教室を開催したりと国際化が急
速に進展しているグローバル社会に
おいて、国際感覚のある個性豊かな
人材を育成しています。

通学合宿

　長
与
町
の
教
育
は
、『
楽
し
い
学

校 

温
か
い
家
庭 

住
み
続
け
た
い
長

与
』
を
合
言
葉
に
、
地
域
・
家
庭
・

学
校
が
一
体
と
な
り
、
共
に
手
を

携
え
な
が
ら
、
一
人
ひ
と
り
の
子

ど
も
の
幸
せ
を
願
い
、
心
豊
か
で

自
ら
学
ぶ
賢
さ
、
多
様
な
個
人
を

尊
重
し
命
の
大
切
さ
を
知
る
優
し

さ
、
郷
土
愛
に
あ
ふ
れ
支
え
合
え

る
逞
し
さ
を
兼
ね
備
え
た
、「
生
き

る
力
」
を
持
つ
長
与
っ
子
を
地
域

で
育
て
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

　現
在
、
全
国
学
力
テ
ス
ト
に
お

い
て
、
毎
年
、
全
教
科
の
正
答
率

が
全
国
平
均
を
上
回
っ
て
お
り
、

県
下
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
学
力
水
準

を
維
持
し
て
い
ま
す
。

　地域の子どもたちが共同で生活し、公民館
などに寝泊まりしながら学校へ通う取り組み
です。炊事・洗濯・掃除など日常的な家事を
自分たちの力で行うことによって、子どもたち
の社会性や自主性、「生きていく力」を育み
ます。また、地域の方々に調理補助やもらい
湯などの協力を得ることで、地域教育のネッ
トワークを広げ、地域の子どもは地域で見守
り育むという機運が高まることが期待されて
います。

　人とモノをつなぐIoT（Internet of Things）、
幅広く活躍するロボット、膨大な情報をもとに学
習し必要な情報を提供する人工知能（AI）など、
子どもを取り巻く環境は、凄まじいスピードで、
進化しています。
　長与町では、プログラミング用ロボットの活
用やタブレットの導入など、小学校１年生から中
学生まで様々な形で情報通信分野を体験しなが
ら学習することで、社会性と問題解決能力を向
上させ、新しい社会「Society 5.0」を担う人づく
りを推進しています。長与町の子どもたちは、超
スマート社会においても自立した人材となること
を目指しています。
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Dream

お元気クラブ

ながよみかんカフェ

自立した生活を続けられるための、介護予防の取り組み

様
々
な
面
か
ら
健
康
づ
く
り
を
サ
ポ
ー
ト

　すべての町民がいき
いきと暮らせるように
「健康づくり」に取り
組んでいます。

HEALTH
健康

　「住
み
慣
れ
た
ま
ち
で
自
分
ら
し

く
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」
の
た

め
に
、
関
係
機
関
が
一
体
と
な
っ

た
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構

築
を
目
指
し
ま
す
。

　そ
の
取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て
、

高
齢
者
が
い
つ
ま
で
も
健
康
で
、

ひ
と
り
ひ
と
り
が
生
き
が
い
を

も
っ
て
、
い
き
い
き
と
毎
日
を
過

ご
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
介

護
予
防
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　「健
康
」
は
、
毎
日
を
明
る
く
、

い
き
い
き
と
暮
ら
す
た
め
に
欠
か

せ
な
い
も
の
で
す
。
長
与
町
で
は
、

健
康
づ
く
り
が
気
軽
に
始
め
ら
れ

る
環
境
づ
く
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま

で
、
健
康
寿
命
の
延
伸
な
ど
を
目

標
に
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

Dream

長
与
町
の
今
、そ
し
て
未
来

食育活動
　食生活改善推進員、健康
づくり推進員、健康ながよ
21推進専門委員のボラン
ティア団体が、様々な場面
で食育活動に取り組んでい
ます。

　長与町役場、まんてんに
おいて、毎月１回の健康相
談を実施しています。健康
について考える良いキッカケ
を提供します。

健康相談 ヘルシーウォーキング
　長与町では、町民総歩きを
目指して、年に３回ウォーキン
グ大会を開催しています。長
与の美しい景色を堪能しなが
ら、体力の維持増進に取り組
んでいます。

健康まつり
　多種多様な健康ブースで、
子どもからお年寄りまで楽しめ
るイベントが盛りだくさんです。

いきいきサロン
　高齢者の閉じこもり予防や交流を目的に、地域住
民のボランティア活動によって運営されている集いの
場です。

　「ながよみかんカフェ」（認知症カフェ）は、だれでも
気軽に立ち寄り、お茶を飲みながらおしゃべりや相談が
できる場です。また、認知症への理解促進や家族介護
をされている方の情報交換の場ともなっています。

　65歳以上の方を対象に、
体操、軽スポーツ、レクリ
エーションなどを行う集い
の場です。季節の行事や
ゲームなど、バリエーショ
ン豊富な活動で、楽しみ
ながら介護予防に取り組ん
でいます。
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先
人
た
ち
に
よ
っ
て
つ
な
が
れ
て
き
た
長
与
を
守
り
、
次
の
力
へ
と
変
え
て
い
く
人
々

ち
か
ら
を
未
来
へ

奇
跡

Dream

voice

　30代の抱負は全国コンクール
でのキャリア作りの継続、NY
での個展、海外研修など個人の
画業は勿論長崎に新しい作品発
表の場を設け、国内外で活躍す
るアーティストとの交流・研鑽
を目的とした企画や若手画家・
子ども達の人材育成など、長崎
の美術の為に少しでも貢献でき
たらと思っております。

■2007年 長崎県展　野口彌太郎賞、
長与町教育文化奨励賞

■2008 年 佐藤太清賞公募美術展特選
■2013 年 
　第 48 回昭和会展 村松謙三賞
　第 11回春季二紀展新人選抜大賞
　長与町教育文化奨励賞
　九州二紀展九州二紀賞
■2015 年 アートオリンピア2015
　片岡鶴太郎特別賞

高校卒業後、当時最年少で県展
「野口彌太郎賞」を受賞。全国コ
ンクールなどに出展し、キャリア
を積んでいく。20歳から絵画教室
を任せられ、町内外で絵画教室3
つを主宰。23歳の時に日動画廊が
主催する若手画家の登竜門、昭和
会展で松村謙三賞を受賞。同年、
長与町に「長与町洋画部会」を
立ち上げ代表を務める。

　素晴らしい緑、海、空に囲ま
れた長与町には、魅力あるお店
がたくさんあります。私もよく
お店で弾かせてもらいますが、
県内外の方に長与の良い所を
知ってもらうためにも、ぜひ続
けていきたいです。
　自然の中でのびのびと音楽を
楽しんできた私の「感性」と「音」
を育ててくれた長与町。この町
に少しでも音楽を通して恩返し
ならぬ「音」返しができたら嬉
しいです。

■第 7、10、12 回ながさき若い芽の
コンサート出演

■第 36、38 回長崎県高校音楽コン
クール金賞受賞

■第 10 回宮日音楽コンクール
　優秀賞受賞

５歳からバイオリンを習い始める。
小学生からはジュニアオーケストラ
に入り、多くのコンサート海外公演
などを経験。最近では作曲も手掛け、
TVやラジオ、ミュージカル等の舞
台にオリジナル曲を提供。趣味は
サッカーやジョギング、釣り、キャ
ンプ。

岩手県出身。2014年の長崎国体
の指導員兼選手として2012年から
長崎での活動を始める。現在㈱
チョープロに所属。2020年の東京
オリンピック日本代表に内定。

　目標は、東京オリンピックで
メダルを獲得することです。出
場するからにはメダル。メダル
を獲るからには一番良い色を目
指して更に頑張ってまいりたい
と思います。この機会に皆さま
にもぜひカヌーを知っていただ
き、東京オリンピックでは、わ
たしを含むカヌー日本代表の応
援をよろしくお願いします。

■2018年
　日本スプリント選手権
　　カヤックシングル1,000m優勝
　　カヤックシングル500m優勝
　　カヤックフォア500m優勝
　第18回アジア大会(ジャカルタ)

　カヤックフォア500m 4位
　　カヤックペア1,000m 5位
■2019年
　世界選手権大会
　　男子カヤックフォア500ｍ 3位

桂　嵐斗さん

　現在大学１年生で、まだ大学
の壁にぶつかっていますが、絶
対にこの壁を破り、結果を出し
て、目標としている「2024年の
パリオリンピックに出場して優
勝」を成し遂げたいと思います。
これからも一所懸命に精進して
結果を出し、皆さまに元気をお
届けできるように頑張ります。
これからも応援よろしくお願い
いたします。

　今後の目標は3000M障がい
で東京五輪・世界陸上出場、そ
して日本記録更新。長与町の方
には「頑張ってね」「テレビや
新聞で見たよ」などいつも応援
していただけてとても嬉しく
思っています。住み良い長与町
が私は昔から大好きです。結果
で地元に恩返しができるよう頑
張ります。これからも応援よろ
しくお願いします。

■2017年 
　全日本カデ 優勝
　世界カデ個人戦 優勝
■2018 年
　全国高校総合体育大会柔道男子

個人 優勝
■2019 年 
　夏季ユニバーシアード（イタリア・

ナポリ）銀メダル

■2017 第 101回日本陸上競技選手権
大会3000Ｍ障がい 優勝

■2018 第 60 回東日本実業団対抗陸上
競技選手権大会3000Ｍ障がい 優勝

■2018 第 102 回日本陸上競技選手権
大会3000Ｍ障がい 6 位

■2019 第59 回唐津 10マイルロード
レース女子10km 2位

身長170㎝、体重66㎏、血液型A型。
３歳の頃から柔道を始める。現在
日本大学に在学。
最近の趣味は映画鑑賞。好きな食
べ物はいちご、肉、ヨーグルト。

長大附属小学校の校内マラソンを
きっかけに同中学進学後陸上競技
部へ入部。諫早高校から埼玉県の
大東文化大学を経て現在は積水化
学工業㈱に所属。千葉県柏市を拠
点に活動中。種目は3000M障がい
や駅伝を中心に、1500M～ハーフ
マラソンまで。愛称は「もりちか」。
身長159cm。

柔道選手森　智香子さん陸上選手カヌー選手中西　弾さんバイオリニスト 水本　圭治さん辻本　健輝さん洋画家

自
然
に
囲
ま
れ
、
教
育
・
文
化
、
そ
し
て
人
づ
く
り
に
力
を
入
れ
て
き
た
長
与
町
。

こ
の
町
に
育
ま
れ
、
豊
か
な
感
性
と
健
や
か
な
心
身
を
持
つ
「
長
与
人
」
は
、

今
ど
の
よ
う
な
活
躍
を
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

躍
動
す
る
長
与
人

〈プロフィール〉〈プロフィール〉〈プロフィール〉〈プロフィール〉〈プロフィール〉

〈主な大会成績〉

〈主な大会成績〉

〈主な大会成績〉

〈主な大会成績（66kg級）〉

〈メッセージ〉〈メッセージ〉
〈メッセージ〉

〈メッセージ〉

〈メッセージ〉

〈主な大会成績〉
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長
与
を
次
の
時
代
へ
と
つ
な
い
で
い
く
力
強
い
子
ど
も
た
ち

未
来
の
ち
か
ら

奇
跡

Dream

　楕円球の魅力を通して生涯スポーツの推進をしており、
幼年から壮年まで、また男女を問わずラグビーの楽しさ
を体験できる場を創るとともに、全国で活躍する幾多の
名選手を輩出してきました。これからも、わが町長与が「長
崎ラグビーの聖地」となるために活動を続けていきます。

　社会人でもソフトボールをしていくので、チームに
貢献できるように頑張りたいと思います。これからも
応援よろしくお願いします。

■平成 29 年2 月　長崎県スポーツ表彰　
社会体育優良団体賞受賞

■平成 30 年度　生涯スポーツ優良団体
表彰（文部科学大臣表彰）

1987年に設立。幼児からシニ
アまでの幅広い年齢層の会員が
所属しており、100人を超える
部員が活動。普段は、小学部と
中学部に分かれ、長与総合公園
運動公園広場をホームグラウン
ドとして練習。

長与ヤングラガーズ天田　竣介さん赤坂　優真さん

ラグビー

陸上

ラグビー

登山

廣田　麟太郎さん声楽

ソフトボールソフトボール

森　健音さん

　いつも本校ラグビー部の活動について、暖か
い声援をいただき感謝しております。本年度の
チームは、昨年度の花園ベスト８を越えること
を目標とし、日々練習に励んでいます。これか
らも地域の方々に応援される部を目指し頑張っ
ていきますので、宜しくお願いします。

■1989 年花園初出場
　1994 年花園準優勝　花園に17 回出場
　うち準優勝 １回、ベスト４ １回、ベス

ト８ 3 回
■令和元年度長崎県高総体
　２年連続 18 回目の優勝
■令和元年度全国７人制大会３位

ラグビー部は1979年に同好会として発足。1980
年創部、現在38名が所属。チームカラーは青。チー
ムコンセプトは「鉄になれ！」。「我が身を挺してボー
ルを生かせ」現主将の岡崎颯馬（3年）を中心に
全国ベスト４以上を目標に活動。

高田小学校、高田中学校を
卒業。父の影響を受け、ソ
フトボールを始める。ポジ
ションはショートで右投げ、
右打ち。身長173㎝、体重
70㎏。ソフトボールの名門
大村工業高校に進学し、将
来は日本代表を目指す。

　高校卒業後もソフトボールを続け、日本代表という大きな目
標とともに、今まで支えてくれた恩師、家族へ恩返しできるよ
う頑張りたいです。また、部活動をなに不自由なくやってこら
れたのは、大勢の皆さんのご協力のお陰だということを学びま
した。今後は自分が社会に貢献できる人になりたいです。

■第53 回全日本高校男子選手権（全国高校総体）準優勝
■第 36 回全国高等学校男子ソフトボール選抜大会優勝
■第 37 回全国高等学校男子ソフトボール選抜大会優勝
■第54 回全日本高校男子選手権（全国高校総体）優勝

高田小学校、高田中学校
を卒業。小学４年、仲良
しの赤坂優真君が所属し
ていた『こうだ小そふと
部』に入部。投手だった
優真君の球を受けたいと
の思いで、当時から捕手をしていた。ソフトボール日本一を
目指し、名門大村工業高校へ進学。将来は日本代表を目指す。

　顧問の先生の勧めで中学２年
生から跳躍競技に本格的に取り
組んでいます。先生方からの指
導を受けて、全国大会や九州大
会での優勝や入賞など良い成績
を残すことができています。こ
れからも陸上競技を続け、しっ
かりと練習して競技力を高め、
さらに記録を伸ばし、長与町の
スポーツ振興にお役に立ちたい
と思います。

■Ｕ18日本室内陸上競技大阪大会　中学男子走幅跳３位
■国民体育大会　少年男子Ｂ走幅跳８位入賞
■全国高等学校陸上競技対抗選手権大会（インターハイ）
　男子三段跳３位、男子走幅跳６位入賞
■全国高等学校陸上競技選抜大会　男子二段跳　優勝

小学５年生の時、両親の勧めで長崎陸上クラブに入り、陸
上競技を始める。長与第二中学校陸上部に入部後は短距
離が中心だったが、中学２年の秋から跳躍競技（三段跳、
走幅跳）に本格的に取り組む。現在長崎日本大学高校陸
上部に在籍。

　幼い頃から緑豊かなサニータウ
ンに住み、近くの中尾城公園でよ
く遊んでいました。以前「平和コ
ンサートinながよVOL12」に出演
させていただいた際は、Jｒオケの
練習は大変でしたが、音楽が繋ぐ
ご縁、出逢いがあり、たくさんの
事を学ばせていただきました。い
つか長与町の皆さまへ心に残る音
楽がお届け出来るように、夢に向
かって一生懸命頑張ります。

■第21回九州音楽コンクール声楽部門高校生クラス
　最優秀賞　高校の部１位
■第 11回東京国際声楽コンクール地区大会最優秀賞
■第57 回長崎県高等学校音楽コンクール金賞（長崎県代表）１位
■第 73 回瀧廉太郎記念全日本高等学校声楽コンクール
　長崎県代表出場決定　
■第 32回ながさき “若い芽” のコンサート出演　ほか

現在長崎日本大学高等学校3年。小学時代は金管楽器を
演奏し、中学2年の時に合唱部の先生との出会いをきっか
けに吹奏楽部から合唱部へ移り合唱を始め、中学3年から
声楽の勉強を始める。現在は、音大の進学を目指し様々な
コンクールに出場。

長崎北陽台高等学校ラグビー部

　本校の登山部は全員初心者からのスタートです。
先輩たちが築き上げた伝統を守り、山を愛し、登山
を楽しむ心をもって、これからも登り続けます。ま
た、長与の子どもたちにも山の魅力を伝え、本校の
登山部に是非入って山を共に楽しんでもらえればと
思います。これからも長崎北陽台高校登山部をよろ
しくお願いします。

■県高総体 男子15 年連続 31回目の優勝
　　　　　 女子２年連続 21回目の優勝
■県新人戦 男子12 年連続 28 回目の優勝
　　　　　 女子３年連続 24 回目の優勝
■九州大会 男子５年連続 20 回目の優勝
　　　　　 女子２年連続13 回目の優勝
■全国大会　令和元年度男子優勝、女子準優勝
　なお、全国大会では男子は 92 年以降、合計８度

の優勝。女子は 04 年に優勝。

登山部は男子1981年、女子1983年創部。約15kｇ
の荷物を背負っての訓練、テントの設営、山域など
の基本知識の学習など、体力・技術・知識を培い、
「安全かつ楽しい」登山を目指し、部員一丸となっ
て練習。
男子主将　廣瀬　巧実（３年）　
女子主将　増田　彩乃（３年）

長崎北陽台高等学校登山部 長
与
の
若
い
芽

voice

〈プロフィール〉〈プロフィール〉

〈プロフィール〉〈プロフィール〉

〈プロフィール〉

〈プロフィール〉

〈プロフィール〉

〈主な大会成績〉
〈主な大会成績〉

■第53 回全日本高校男子選手権（全国高校総体）準優勝
■第 36 回全国高等学校男子ソフトボール選抜大会優勝
■第 37 回全国高等学校男子ソフトボール選抜大会優勝
■第54 回全日本高校男子選手権（全国高校総体）優勝

〈主な大会成績〉

〈主な大会成績〉 〈主な大会成績〉

〈主な大会成績〉

〈主な大会成績〉

〈メッセージ〉

〈メッセージ〉〈メッセージ〉

〈メッセージ〉

〈メッセージ〉

〈メッセージ〉
〈メッセージ〉
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未
来
の
ち
か
ら

小
学
校
５
校
と
中
学
校
３
校
、
長
与
町
の
子
ど
も
た
ち

奇
跡

Dream

長与小学校 903名
1・2年生
（長与小）

3・4年生
（長与小）

全校児童

未
来
に
は
ば
た
く
子
ど
も
た
ち

洗切小学校 265名全校児童

5・6年生
（長与小）

1～ 6年生
（洗切小）
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奇
跡

Dream

長与南小学校 574名全校児童 長与北小学校 299名全校児童

高田小学校 194名全校児童

1～ 6年生
（長与北小）

1～3年生
（長与南小）

4～ 6年生
（長与南小） 1～ 6年生

（高田小）
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奇
跡

Dream

長与中学校 513名全校生徒

長与第二中学校 397名全校生徒

高田中学校 194名全校生徒

1年生
（長与中）

2年生
（長与中）

3年生
（長与中）

1～3年生
（高田中）

1～3年生
（長与第二中）
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最
優
秀
賞

最
優
秀
賞

優
　秀
　賞

優
　秀
　賞

奇
跡

Dream

　町
制
施
行
50
周
年
を
記
念
し
て
、
町
へ
の
誇
り
や
愛
を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
、

「
50
年
後
の
長
与
町
未
来
予
想
図
」（
絵
画
）
と
、「
長
与
町
に
対
す
る
思
い
」
の
標
語
を

募
集
し
ま
し
た
。
数
多
く
寄
せ
ら
れ
た
作
品
の
中
か
ら
入
賞
者
を
決
定
し
ま
し
た
。

子
ど
も
達
は
、
今
ど
ん
な
思
い
で
長
与
に
住
み
、

ど
ん
な
夢
を
も
っ
て
過
ご
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

大
好
き
な

  

み
か
ん
の
香
り

　
　

 

故
郷
の
風

Dream

長
与
町
の
今
、そ
し
て
未
来

50
年
後
の
長
与
町
未
来
予
想
図

絵
画

長
与
町
に
対
す
る
思
い

標
語

島
田

　藤
士
さ
ん

（
高
田
小
学
校
）

50 年後のにぎやかな長与町

平
尾

　太
洋
さ
ん

（
長
与
第
二
中
学
校
）

本
間

　拓
見
さ
ん

（
長
与
小
学
校
）

増
田

　楓
音
さ
ん

（
長
与
南
小
学
校
）

佐
藤

　結
月
さ
ん

（
高
田
小
学
校
）

谷
川
こ
ま
ち
さ
ん

（
長
与
中
学
校
）

佐
藤

　太
亮
さ
ん

（
高
田
中
学
校
）

緒
方

　優
姫
さ
ん

（
長
与
中
学
校
）

原
田

　雅
大
さ
ん

（
長
与
第
二
中
学
校
）

平
野

　太
智
さ
ん

（
高
田
中
学
校
）

助
け
愛

　伝
統
繋
ぐ
は

　長
与
っ
子

地
域
の
輪

　自
然
と
や
さ
し
さ

　
　
　
　
　
　
　
　あ
ふ
れ
る
長
与

人
た
え
ず

　笑
顔
あ
ふ
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　未
来
の
長
与

川
の
流
れ

　人
の
優
し
さ

　い
つ
ま
で
も

こ
こ
よ
か
ば
い
自
然

　こ
こ
よ
か
ば
い
人

　
　
　
　
　
　
　こ
こ
よ
か
ば
い
長
与
町

・50年後の車はリニアモーターカーになっていると思
いました。
・土地が少ないから畑は3階建てにしました。
・丘を整地してチューブスライダーがある「みかんの丘
公園」も描きました。
・温泉が鉄道になっています。

池
田

　脩
真
さ
ん

（
長
与
南
小
学
校
）

吉
永

　羽
優
さ
ん

（
長
与
南
小
学
校
）

ふ
る
さ
と
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長与町民アンケートランキング
長与町民に聞いた“あなたのマイベスト”

町民
アンケート
回答者

アンケートにご協力いただいた
みなさまありがとうございました！

男性　　48人
女性　　80人
無回答　　2人

【性別】

10代未満 5人
10代 9人
20代 11人
30代 15人
40代 15人
50代 16人
60代 14人
70代 24人
80代以上 16人
無記入 5人

【年代】

長与町の
おすすめスポットは？

中尾城公園
40票36.4%

9票8.2%

8票7.3%

その他の回答

Question

■和三郎公園　■シーサイドストリート
■長与駅　など

第
１
位

潮井崎公園

琴ノ尾岳・堂崎ノ鼻・
長与川

第
２
位

第
３
位

長与町の
1番好きな風景は？

琴ノ尾岳からの風景
22票19.1%

19票16.4%

11票9.5%

その他の回答

Question

■潮井崎公園からの景色
■大村湾　■長与川　など

第
１
位

中尾城公園からの景色

堂崎ノ鼻

第
２
位

第
３
位

長与町の
いいところは？

自然豊かで美しい
23票20.4%

12票10.6%

10票8.8%

その他の回答
■静か　■のどかでのんびりしている
■教育や講座に力を入れている　など

第
１
位

人が優しい

住みやすい

第
２
位

第
３
位

Question

長与町で
1番好きなイベントは？

長与川まつり
33票30.0%

10票9.1%

8票7.3%
その他の回答

Question

■町民体育祭　■町民文化祭　
■長与町ペーロン大会　など

第
１
位

長与シーサイドマルシェ

平和コンサート

第
２
位

第
３
位

長与町にあると
嬉しいものは？

食事処・カフェ
13票12.5%

12票11.5%

10票9.6%
その他の回答

写真はイメージです

■プールなどスポーツ施設　■公園　
■体験型レジャー施設　など

第
１
位

図書館

映画館

第
２
位

第
３
位

Question

My Best NAGAYO

私は、長与町に住んで 50 数年にな
りますが、すばらしい町だと思いま
す。みかん山、大村湾にかこまれて
住みやすいし、いろいろな行事が
あって、楽しい。町民がやさしくて
すばらしい。毎日が楽しいです。

（80代以上男性）

転勤で一度目は長与へ住みま
した。その時人との結びつきが
大変温かかったのでぜひ住み
たいとこちらに落ち着きました。
心の優しさ、ぬくもりをこれか
らも感じられる住みよい長与
町であってほしい。（50代女性）

（30代女性）

長与っ子が元気いっぱいで
育てる町づくりをみんなで
やっていきましょう！

（30代男性）

大好きな長与町でたくさんのお友
達ができたよ。僕のおひさま広場で
の毎日は宝物だよ。（10代未満男性）

結婚で長与に移住してきて周囲に友
達もいない中、子供が生まれてから
は子育て支援センター「おひさまひろ
ば」に大変お世話になりました。いつ
も傍で相談に乗ってくださる先生方、
そこで出来たお友達。本当にありが
たかったです。子供達が健やかに成
長できる環境が整った町づくりを、今
後ともよろしくお願いします。

桜を祖父母と毎年中尾城公園
に見に行くのが楽しみです。
家族全員が笑顔になりました。

（40代女性）

18 年間を長与町で過ごし、夢を叶え
るために東京の大学に進学しました。
私の夢を作るきっかけや環境を与え
てくれたのは長与町です。他の町で
暮らしていたら全くちがう人生になっ
ていたと思います。この長与町で生
まれ育ったことを誇りに思うと同時に
とても感謝しています。今後も多くの
人から愛される長与町であり続ける
事を願っています。（20代女性）

長与にきて 10 年。素敵な出会いに
支えられ、家族 4 人が幸せを感じ
ながら暮らしています。この先、地
元でゆっくりしたい、帰りたいと思
えるような家庭を長与町で築いて
いきたいです。 （30代女性）

高齢者にとって数多く
の講座などがあり楽
しく過ごせています。

（70代女性）

小学 2 年生の時の担任の先生は長与
町出身で「長与はいい所よ」というの
が口ぐせでした。それから 50 年後、
長与町に転居して来ました。夕日を見
るたびに「長与はいい所よ」と先生の
声がよみがえります。 （60代男性）

長与みかん
うまかばい！
ミックン家族
がんばれ
（50代男性）

ミックンのキャラクター
が大好きです！これから
もグッズを楽しみにして
ます。 （30代女性）

4 月に長与町に
引っ越してきました。
とても自然豊かで過ごし
やすく、いい環境です。
引っ越してきて良かった
と思っています。長与町
大好きです♥（10代女性）

これからも、子どもたち
が元気で楽しく暮らせる
町であればと思います。

（40代男性）

子どもの頃に長与を離れ
ましたが、就職して戻って
これて良かったです。とて
も住みやすい町だと思い
ます。 （20代女性）（10代女性）

長与町について
思うこと

Message

130人

長 与で育って大 人に
なっても住みたいと思
い今でもずっと長与に
居ます。心温かい住み
やすい長与でいつまで
もあってほしいと思い
ます。

5253 - 50th anniversary - - 50th anniversary -



interview

幸
福
度
日
本
一
の
ま
ち
へ

　
長
与
町
は
豊
か
な
自
然
と
団
地
造
成
に
よ
っ

て
、
そ
の
自
然
美
と
造
形
美
に
よ
る
ハ
ー
モ

ニ
ー
豊
か
な
町
で
す
。
ま
た
、
教
育
に
つ
い
て

は
、
保
護
者
・
学
校
関
係
者
・
教
育
委
員
会
な

ど
町
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
、児
童
・

生
徒
の
学
力
も
全
国
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
で
す
。
特

に
嬉
し
い
の
は
、
子
ど
も
た
ち
が
元
気
に
あ
い

さ
つ
が
で
き
る
こ
と
で
す
。
町
民
の
自
治
会
活

動
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
へ
の
高
い
意
識
が
、

地
域
ぐ
る
み
で
子
ど
も
た
ち
を
見
守
り
、
育
て

て
い
く
環
境
へ
と
繋
が
っ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。「
ま
ち
づ
く
り
の
原
点
は
人
づ
く
り
」
に

あ
り
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
人
づ
く
り
を
充
実
さ

せ
た
町
と
い
う
の
が
、
本
町
の
個
性
で
あ
る
と

言
え
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

そ
し
て
、
健
康
づ
く
り
に
関
し
て
も
県
下
で
高

く
評
価
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
高
田
南
土
地
区
画
整
理
事
業
は
も
う
30
年
近

く
に
な
り
、
地
域
の
皆
さ
ま
方
に
は
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
て
お
り
ま
す
が
、
な
ん
と
か
こ
の
５

年
間
で
仕
上
げ
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
が
完
了
す
る
こ
と
で
、

長
崎
市
・
長
与
町
・
時
津
町
で

結
ん
で
い
る
長
崎
広
域
連
携
中
枢

都
市
圏
も
活
き
て
き
て
、
こ
の
あ
た

り
一
帯
が
元
気
で
明
る
く
活
力
あ
る
地

域
に
な
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
渋
滞
緩
和
を
図
る
た
め
に
国
道

２
０
６
号
へ
繋
が
る
道
を
も
う
１
本
つ
く
る

よ
う
に
、
現
在
、
長
与
・
時
津
両
町
で
検
討
を

始
め
て
お
り
ま
す
。
国
道
２
０
７
号
に
つ
き
ま

し
て
も
、
大
村
湾
を
取
り
囲
む
地
域
の
方
々
を

中
心
に
、
諫
早
市
と
連
携
し
、
道
路
環
境
の
整

備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
そ
し
て
現
在
、特
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す「
子

育
て
」「
教
育
」「
健
康
づ
く
り
」
を
更
に
充
実

さ
せ
る
こ
と
で
、
子
ど
も
を
安
心
し
て
産
み
育

て
、
誰
も
が
い
き
い
き
と
健
や
か
に
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。
こ
れ

ら
の
取
り
組
み
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
魅
力
あ
る

町
と
し
て
、
町
内
外
の
方
々
に
新
た
な
長
与
町

を
発
見
し
て
い
た
だ
け
る
の
で
は
な
い
か
と

期
待
を
し
て
お
り
ま
す
。
今
、
町
民
の
皆
さ
ま

が
一
番
待
ち
望
ん
で
い
る
の
は
、
新
図
書
館
建

設
に
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
で
き
る

だ
け
早
く
取
り
掛
か
り
、
長
与
に
相
応
し
い

図
書
館
を
つ
く
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

皆
さ
ま
方
が
い
き
い
き
と
活
動
・
交
流
で
き
る

場
所
、
そ
し
て
ゆ
っ
た
り
と
心
か
ら
く
つ
ろ
げ

る
居
場
所
づ
く
り
を
一
日
で
も
早
く
実
現
さ
せ

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
町
制
施
行
50
周
年
を
迎
え
、
記
念
事
業
や

町
民
の
皆
さ
ま
の
自
主
提
案
の
企
画
等
を
通

じ
て
、
50
周
年
を
と
も
に
作
り
、
盛
り
上
げ
、

お
祝
い
す
る
こ
と
が
で
き
、大
変
嬉
し
く
思
っ

て
お
り
ま
す
。
こ
の
節
目
は
、
こ
れ
か
ら
の

長
与
町
の
50
年
を
始
め
る
第
１
歩
で
す
。
こ

れ
か
ら
ま
た
10
年
、
20
年
、
30
年
と
長
与
町

は
続
い
て
ま
い
り
ま
す
。「
住
み
た
い
、
住
み

続
け
た
い
、
住
ん
で
よ
か
っ
た
」
と
思
っ
て

い
た
だ
け
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
方
の
な
お
一
層
の

ご
指
導
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
明
治
22
年
村
制
施
行
の
人
口
が
５
〜
６
千

人
で
、
昭
和
44
年
町
制
施
行
当
時
は
１
万
３

千
人
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
人
口
の
増
加
は
、

明
治
31
年
に
Ｊ
Ｒ（
旧
国
鉄
）
長
崎
本
線
が
敷

設
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
イ
ン
フ
ラ
の
影
響
が

大
き
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
か
つ
て
の
長
与

町
は
米
と
ミ
カ
ン
の
純
農
業
地
帯
で
し
た
が
、

団
地
が
少
し
ず
つ
造
成
さ
れ
、
昭
和
44
年
頃

に
は
３
つ
の
団
地
が
揃
い
、
そ
れ
が
今
の
長

与
町
の
出
発
点
と
な
り
ま
し
た
。
団
地
造
成

と
と
も
に
長
与
町
は
大
き
く
な
り
、
旧
町
民

と
新
町
民
が
混
じ
わ
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

そ
の
新
旧
町
民
の
つ
な
が
り
を
作
る
の
に
一

役
を
担
っ
た
の
が
、
体
育
行
政
で
し
た
。
特

に
長
与
町
は
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
が
盛
ん
で
、
大

会
を
何
回
も
開
催
す
る
こ
と
で
町
民
同
士
の

交
流
が
図
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
現
在
は
50
の

自
治
会
と
５
つ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
中
心
に
、

体
育
・
文
化
双
方
の
取
組
が
展
開
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
に
し
て
長
与
町
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
が
出
来
上
が
っ
て
き
た
と
感
じ
て
お

り
ま
す
。

吉
田
　
愼
一

長
与
町
長

現
在
の
長
与
町
は

ど
の
よ
う
な
町
で
す
か
？

Q

町
民
の
方
々
へ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

Q

長
与
町
誕
生
か
ら
50
年
。

こ
れ
ま
で
を
振
り
返
っ
て

み
て
い
か
が
で
す
か
？

Q

こ
れ
か
ら
の
長
与
町
の
抱
負
は
？

Q

数 字 で 見 る 5 0 年 の 歩 み

町の暮らし

人 口 ・ 世 帯 数 の 推 移 人 口 ピ ラ ミ ッ ド
（住民基本台帳：平成 30 年度）総人口・世帯数・1 世帯あたり人員の推移

世帯数（左軸） 総人口（左軸） １世帯あたり人員（右軸）

長与村が長与町になって50年。この歳月の中で、長与町も大きく変わってきました。
町制がスタートした昭和44年と現在のデータを比べて、変化の大きさを測ってみましょう。

3.10倍

41,925人

13,504人

人口

平成31年1月1日現在

昭和44年

3.44倍

1,091箇所

317箇所

民営事業所数

平成28年

昭和44年

5.67倍

16,986世帯

2,994世帯

世帯数

平成31年1月1日現在

昭和44年

0.55倍

2.47人

4.51人

1世帯あたり人員

平成31年

昭和44年

3.07倍

1,459.3人/k㎡

475.5人/ k㎡

人口密度

平成31年

昭和44年

0.48倍

9.7%

20.3%

出生率（人口千人当）

平成29年

昭和44年

1.57倍

6,008人

3,833人
平成30年

昭和40年

3.33倍

24,792人

7,446人

年齢別人口

0～14歳 15～64歳 65歳以上 第一次産業 第二次産業 第三次産業

0.33倍 8.66倍2.53倍

平成30年

昭和40年

13.42倍

10,723人

799人
平成30年

昭和40年

633人

 1,929人
平成27年

昭和40年

3,776人

1,494人

就業者数

平成27年

昭和40年

15,181人

1,754人
平成27年

昭和40年

2.23倍

261店

117店

商店数

平成28年

昭和43年

昭和45年 50年 55年 60年 平成2年 7年 12年 17年 22年 27年 30年
（人）

（人・世帯）

（年度末）

男 女年齢区分

0.51倍

466戸

911戸

農家数

平成27年

昭和40年

4.01倍

34,352人

8,576人

選挙人名簿登録者数

平成31年

昭和44年

45.58倍

12,945百万円

284百万円

歳入決算額

平成30年

昭和43年

長与町の主要指標
を 50 年前と
比べてみると・・・
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Information

長
与
町

概
要

　
長
崎
市
の
中
心
部
か
ら
北
約
10
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
に
位
置
し
、東
は
諫
早
市
、西
は

時
津
町
と
接
し
て
い
ま
す
。

　
町
内
最
高
峰
の
琴
ノ
尾
岳
や
中
部
の
丸

田
岳
を
は
じ
め
三
方
を
山
に
囲
ま
れ
た
盆

地
や
丘
陵
地
帯
に
市
街
地
が
広
が
り
ま
す
。

そ
の
中
心
部
を
流
れ
る
長
与
川
は
波
穏
や

か
な
大
村
湾
に
注
が
れ
て
い
ま
す
。

　
わ
た
し
た
ち
は
、住
み
よ
い
町
づ
く
り
の

た
め
、次
の
こ
と
を
誓
い
ま
す
。

１.

緑
と
花
に
か
こ
ま
れ
た
、美
し
い
町

を
つ
く
り
ま
す
。

２.

公
害
や
交
通
事
故
の
な
い
、住
み
よ

い
町
を
つ
く
り
ま
す
。

３.

老
人
や
子
ど
も
を
大
切
に
、明
る
い

町
を
つ
く
り
ま
す
。

４.

た
が
い
に
助
け
あ
い
、豊
か
な
町
を

つ
く
り
ま
す
。

５.

体
育
・
文
化
を
育
て
、健
康
な
町
を

つ
く
り
ま
す
。

長崎県

壱岐市

松浦市
平戸市

佐世保市

長崎市
五島市

新上五島町

対馬市

長与町
南島原市

佐賀県

福岡県

大
村
市諫
早
市

雲
仙
市

島
原
市

西海市

位
置
・
地
勢

　
ナ
ガ
ヨ
の「
ナ
」を
鳥
が

飛
ぶ
様
に
見
立
て
た
も
の

で
、円
の
部
分
で
円
満
性

を
、両
翼
と
三
角
形
の
頭

部
で
飛
躍
と
発
展
性
を
表

現
し
て
い
ま
す
。昭
和
42

年
公
募
に
よ
り
制
定
し
ま

し
た
。

町
　
章

町
民
の
誓
い

　
核
兵
器
の
廃
絶
と
恒
久
平
和
を
願
い
、平

和
の
尊
さ
を
次
世
代
へ
継
承
し
て
い
く
た

め
、様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

平
和
の
ま
ち

　
毎
春
、梅
は
他
の
草
木
に
先
が
け
て
花
を

つ
け
る
と
と
も
に
、純
潔
・
謙
虚
・
忍
耐
を

表
す
花
と
も
言
わ
れ
、本
町
が
他
に
先
が
け

て
物
事
に
取
り
組
み
、実
現
し
て
ほ
し
い
と

の
町
民
の
期
待
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

町
花
・
町
木
　
う
め

　
町
制
施
行
30
周
年
記
念
と
し
て
、平
成
11

年
に
、長
与
町
を
よ
り
よ
く
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め

に
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
一
般
公
募
。

長
与
町
の
特
産
品
で
あ
る
ミ
カ
ン
を
モ

チ
ー
フ
に
、ミ
カ
ン
の

葉
に
乗
っ
て
大
空
へ
飛

び
立
つ
元
気
な
子
ど
も

の
様
子
を
イ
メ
ー
ジ
し

た「
ミ
ッ
ク
ン
」が
誕

生
し
ま
し
た
。

イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
ミ
ッ
ク
ン
」

長与町町歌
明 日 を ひ ら く

作詞　山田　喜孝　　　作曲　指方　　浩

平和記念碑「愛・二人」

【面　積】

【位　置】

【広　さ】

東経 129°52’39”
北緯 32°49’19”

東西　8km
南北 12km

（役場）

28.73km2

一
．緑
よ

　山
よ

　さ
や
か
な
風
よ

空
は
真
澄
み
て

　琴
の
尾
の

山
の
す
そ
野
に

　ひ
ら
け
た
る

美
し
い
里

　わ
が
町
長
与

愛
と
心
と

　ふ
れ
あ
い
の

夢
と
望
み
が

　ふ
く
ら
ん
で

明
日
を
ひ
ら
く

　歓
声
は
ず
む

明
日
を
ひ
ら
く

　歓
声
は
ず
む

二
．光
よ

　川
よ

　さ
や
か
な
風
よ

流
れ
静
か
に

　長
与
川

川
沿
い
の
町

　生
き
生
き
と

豊
か
な
里

　わ
が
町
長
与

（※

）

三
．銀
波
よ

　海
よ

　さ
や
か
な
風
よ

広
く
優
し
い

　琴
の
海

輝
く
歴
史

　漂
っ
て

平
和
な
里

　わ
が
町
長
与

（※

）
あ
し
た

た
だ
よ

こ 

え

※

高田郷

時津町

諫早市

大村湾

長崎市

三根郷

丸田郷

吉無田郷

まなび野

嬉里郷

北陽台

斉藤郷

岡郷

本川内郷

平木場郷
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